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 1．⼤学院国際芸術創造研究科（博⼠後期課程）履修内規   0 
 
 本 学 の 博 ⼠ 後 期 課 程 は 、 ⼤ 学 院 修 ⼠ 課 程 の 上 に 設 置 さ れ た も の で 、 芸 術 と 社 会 の 関
係 を 研 究 ・ 教 授 す る こ と に よ り 、 ⾃ ら 新 し い 芸 術 ⽂ 化 の あ り ⽅ を 提 ⽰ す る 実 践 的 ⼈ 材
の 養 成 を ⽬ 的 と す る も の で あ る 。  
 
 学 ⽣ は 、 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 研 究 領 域 、 キ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 領 域 、 リ サ ー チ 研 究 領
域 の い ず れ か に 属 し て 専 ⾨ の 研 究 を 深 め る と 同 時 に 、 総 合 的 な 視 野 に ⽴ っ て 豊 か な ⾒
識 を 養 う こ と が 要 請 さ れ る 。  
 

（ １ ） 教 育 内 容 及 び 履 修 ⽅ 法  
 

 １ ） 教 育 内 容  
 博 ⼠ 後 期 課 程 は 、 別 表 １ 「 教 育 課 程 表 」 に ⽰ す と お り で あ る 。  

 
 ２ ） 履 修 ⽅ 法 ・ 履 修 登 録  

 博 ⼠ 後 期 課 程 の 学 ⽣ は 、 そ の 年 度 の 研 究 内 容 に 応 じ て 、 主 任 指 導 教 員
及 び 副 指 導 教 員 と の 協 議 の う え 、 ⼤ 学 院 開 設 科 ⽬ の 中 か ら 必 要 な 科 ⽬ を
履 修 す る こ と 。 （ 学 部 開 設 科 ⽬ 、 各 セ ン タ ー 開 設 科 ⽬ は 、 単 位 習 得 で き
な い 。 ）  
 な お 、 研 究 内 容 に よ っ て は 、 個 別 の 授 業 科 ⽬ の 開 設 を 要 請 す る こ と が
で き る 。 決 定 し た 履 修 科 ⽬ は 研 究 計 画 書 と と も に 、 毎 年 度 所 定 の 期 ⽇ ま
で に 教 務 係 へ 届 け 出 る こ と 。 履 修 登 録 は 教 務 シ ス テ ム （ キ ャ ン パ ス プ ラ
ン ） 上 で 実 施 す る 。  

 
 ３ ） 研 究 計 画  

 博 ⼠ 後 期 課 程 の 学 ⽣ は 、 ⼊ 学 後 す み や か に 指 導 教 員 と 協 議 の 上 、 ３ 年
間 の 研 究 計 画 及 び １ 年 次 の 研 究 計 画 を ⽴ 案 し た う え で 、 教 務 係 （ を 通 し
て 教 授 会 ） へ 報 告 し 、 ２ ⽉ に は 研 究 進 捗 状 況 報 告 書 を 提 出 す る こ と と す
る 。 ２ 年 次 以 上 の 学 ⽣ は 、 各 年 度 す み や か に 「 進 捗 状 況 報 告 会 議 」 の 開
催 を 要 請 し 、 当 年 度 の 研 究 計 画 を ⽴ 案 し た う え で 、 教 務 係 へ 報 告 し 、 年
度 末 に は 研 究 進 捗 状 況 報 告 書 を 提 出 す る こ と と す る 。 た だ し 、 学 位 審 査
に 合 格 し た 年 次 の 研 究 進 捗 状 況 報 告 書 の 提 出 は 要 し な い 。  

 
（ ２ ） 修 了 の 要 件  

 修 了 の 条 件 は 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 則 １ ９ 条 に よ る も の と す る 。 た だ し 、
同 学 則 １ ９ 条 に 定 め る 修 得 単 位 「 １ ０ 単 位 以 上 」 と は 、 別 表 １ 「 教 育 課 程 表 」
に 定 め る 「 以 下 の 科 ⽬ か ら 計 1 0 単 位 以 上 を 習 得 」 を 指 し 、 「 博 ⼠ 論 ⽂ 等 」 と
は 、 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 研 究 領 域 及 び キ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 領 域 に あ っ て は 「 博
⼠ 論 ⽂ 」 ⼜ は 「 博 ⼠ 論 ⽂ 及 び 研 究 課 題 に 関 わ る 実 践 活 動 の 成 果 報 告 書 」 を 指
し 、 リ サ ー チ 研 究 領 域 に あ っ て は 「 博 ⼠ 論 ⽂ 」 を 指 す 。  
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（ ３ ） 学 位 の 授 与  
 博 ⼠ 後 期 課 程 を 修 了 し た 者 に 対 し て は 、 「 博 ⼠ （ 学 術 ） 」 の 学 位 を 授 与 す
る 。 学 位 の 授 与 ⽇ は ３ ⽉ 末 ま た は ９ ⽉ 末 と す る 。  
 
 学 位 の 名 称  ⽇ 本 語 名 称  博 ⼠ （ 学 術 ）  
       英 語 名 称   D o c t o r  o f  P h i l o s o p h y  
 

（ ４ ） 学 位 審 査  
１ ） 博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 の 提 出  

 学 位 審 査 を 受 け よ う と す る 者 は 、 本 論 ⽂ 提 出 の 前 年 度 に ⾏ わ れ る 博 ⼠
論 ⽂ 構 想 発 表 会 に お い て 「 博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 」 を 提 出 す る こ と 。  

     
２ ） 博 ⼠ 論 ⽂ 提 出 資 格 審 査 判 定 会 議  

 学 位 審 査 を 受 け よ う と す る 者 は 、 本 論 ⽂ 提 出 の 前 年 度 ２ ⽉ 頃 （ ９ ⽉ 修
了 の 場 合 は こ の 6 か ⽉ 前 ） に ⾏ わ れ る 博 ⼠ 論 ⽂ 提 出 資 格 審 査 判 定 会 議 に お
い て 審 査 を 受 け る こ と 。 そ の 際 、 博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 発 表 会 を 受 け て 加 筆 修 正
さ れ た 「 博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 」 を 提 出 す る こ と 。  
 提 出 資 格 審 査 の 申 請 は 下 記 の 表 に 基 づ き 、 ６ ポ イ ン ト を 取 得 し た 者 が
申 請 可 能 と す る 。  

 

 
 ※  ポ イ ン ト の 加 算 に つ い て は 、 審 査 教 員 に よ る 審 査 会 に よ っ て 判 断 さ れ る 。  
 ※  全 学 ⽣ に お い て 、 論 ⽂ 発 表 の 項 ⽬ で １ ポ イ ン ト 以 上 を 獲 得 す る こ と 。   
 ※  プ ロ ジ ェ ク ト を 実 施 し な い 者 は 、 査 読 付 き 論 ⽂ の 発 表 を １ 回 以 上 含 む こ と 。
    
 

  ３ ポ イ ン ト  ２ ポ イ ン ト  １ ポ イ ン ト  

国 内 外 で の  
論 ⽂ や 研 究 発 表  

国 際 的 な 学 術 誌 で の  
査 読 付 き 論 ⽂ の 発 表  

学 術 誌 で の  
査 読 付 き 論 ⽂ の 発 表  

国 内 外 で の 論 ⽂ 発 表  
（ 学 会 発 表 、 ⼩ 論 ⽂ 掲
載 を 含 む ）  

実 施 し た  
プ ロ ジ ェ ク ト  

国 際 的 な 要 素 （ 海 外
か ら の ゲ ス ト 招 聘 ・
国 外 で の 実 施 等 ） を
含 ん だ  
展 覧 会 、 コ ン サ ー
ト 、 各 種 ア ー ト プ ロ
ジ ェ ク ト 、 ワ ー ク シ
ョ ッ プ 、 シ ン ポ ジ ウ
ム の 企 画 ・ 実 施  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ
グ ・ 論 考 の 作 成 を 含
む ）  

展 覧 会 、 コ ン サ ー
ト 、 各 種 ア ー ト プ ロ
ジ ェ ク ト 、 ワ ー ク シ
ョ ッ プ 、 シ ン ポ ジ ウ
ム の 企 画 ⽴ 案  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ
グ ・ 論 考 の 作 成 を 含
む ）  

予 備 的 な 位 置 付 け の 、  
展 覧 会 、 コ ン サ ー ト 、
ワ ー ク シ ョ ッ プ 、 ト ー
ク 等 の 実 施 や 映 像 や 書
籍 、 雑 誌 な ど の メ デ ィ
ア 制 作  
（ 報 告 書 ・ カ タ ロ グ ・
論 考 の 作 成 を 含 む ）  



3 

３ ） 博 ⼠ 論 ⽂ 予 備 審 査 書 類 の 提 出  
 博 ⼠ 論 ⽂ 提 出 資 格 審 査 判 定 の 合 格 者 は 、 以 下 の 期 ⽇ に 従 い 、 予 備 審 査
に 必 要 な 書 類 を 教 務 係 に 提 出 す る こ と 。 な お 、 予 備 審 査 申 請 を す る 時 点
で 休 学 中 で あ っ て も 予 備 申 請 書 類 の 提 出 を 認 め る 。  

１ ） ３ ⽉ 末 に 学 位 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 当 該 年 度 の ６ ⽉ 末 と す る 。  
２ ） ９ ⽉ 末 に 学 位 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 前 年 度 の １ ２ ⽉ 末 と す る 。  

 博 ⼠ 号 取 得 に お い て 実 践 的 活 動 を 含 む 者 は 、 こ れ ま で の 活 動 報 告 書 に
加 え て 最 終 年 度 の 活 動 計 画 書 を 提 出 す る こ と 。 こ れ ら は 博 ⼠ 学 位 論 ⽂ の
内 容 に 含 め て 審 査 の 対 象 と な る 。  

 
４ ） 学 位 論 ⽂ 等 の 提 出  

 予 備 審 査 に 合 格 を し た 者 は 以 下 の 期 ⽇ に 従 い 、 学 位 資 格 審 査 申 請 書 、 博 ⼠
論 ⽂ 並 び に 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 研 究 科 学 位 （ 課 程 博 ⼠ ） 審 査 規 則 第 ４ 条 第 １
項 で 規 定 す る 書 類 を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 な お 、 博 ⼠ 論 ⽂ は Ａ ４ 判 と
し 、 縦 書 き 横 書 き い ず れ も 可 と す る 。 論 ⽂ 執 筆 は ⽇ 本 語 ま た は 英 語 を 使 ⽤ す
る 。 博 ⼠ 論 ⽂ は 製 本 し た 上 ４ 部 を 提 出 す る こ と 。 な お 、 提 出 部 数 に つ い て
は 、 審 査 委 員 が ３ 名 以 上 の 場 合 追 加 提 出 を 要 請 す る 場 合 が あ る 。  

１ ） ３ ⽉ 末 に 学 位 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 当 該 年 度 の １ ０ ⽉ 末 とす る 。  
２ ） ９ ⽉ 末 に 学 位 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 当 該 年 度 の ４ ⽉ 末 と す る 。  

 
※学位論⽂等の提出については、期限を厳守すること。 

（原則として、期限後の論⽂提出は認めない。） 
 
 な お 、 博 ⼠ 後 期 課 程 を 中 途 退 学 し た 後 、 学 位 審 査 を 願 い 出 る 場 合 は 、 論 ⽂
博 ⼠ に よ る 学 位 の 申 請 の 扱 い と な る 。  
 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 研 究 領 域 及 び キ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 領 域 の 学 ⽣ に 関 し て
は 、 博 ⼠ 論 ⽂ に 併 せ て 研 究 課 題 に 関 わ る 実 践 活 動 （ 展 覧 会 、 演 奏 会 、 ア ー ト
イ ベ ン ト 等 ） の 成 果 報 告 書 を 博 ⼠ 論 ⽂ の 内 容 に 含 め て 論 ⽂ 審 査 の 対 象 と す る
こ と が で き る 。 成 果 報 告 書 に は ① プ ロ ジ ェ ク ト 概 要 ・ 要 旨 、 ② プ ロ ジ ェ ク ト
の 概 況 （ 含 む 予 算 ／ 決 算 ） 、 ③ 参 加 者 の 反 応 、 ④ 広 報 （ ポ ス タ ー や チ ラ シ 、
メ デ ィ ア の 反 応 な ど 資 料 が あ れ ば 添 付 ） 、 ⑤ プ ロ ジ ェ ク ト 企 画 者 に よ る ⾃ ⼰
評 価 を 含 む も の と す る 。 ま た プ ロ ジ ェ ク ト の 写 真 や 映 像 な ど の 資 料 も 添 付 す
る こ と が で き る 。  

 
５ ） 審 査 ⽇ 程  

論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 最 終 試 験 の ⽇ 程 に つ い て は 、 審 査 委 員 会 の 定 め る と こ ろ に
よ る 。  

 
６ ） 審 査  

 博 ⼠ 論 ⽂ 等 は 総 合 的 に 審 査 さ れ る 。  
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○ 参 考 ： 審 査 ス ケ ジ ュ ー ル （ ３ ⽉ 修 了 の 場 合 ）  
 

１
年
次  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ の 受 講  
 
博 ⼠ 特 別 科 ⽬ Ⅰ の 受 講  
 
⼤ 学 院 開 設 科 ⽬ の 受 講  

 
６ ⽉ 頃  博 ⼠ 研 究 構 想 発 表 会  

研 究 課 題 の 設 定 → 研 究 計 画 書 の 提 出  
 
２ ⽉ 頃  研 究 進 捗 状 況 報 告 会  

 進 捗 状 況 報 告 書 の 提 出  
 

 
 
国 内 外 学 術 誌 投 稿  
国 内 外 学 会 発 表  
調 査 ／ プ ロ ジ ェ ク ト  
 
 
 
 
国 内 外 学 術 誌 投 稿  
国 内 外 学 術 誌 論 ⽂ 発 表  
国 内 外 学 会 発 表  
調 査 ／ プ ロ ジ ェ ク ト  
 
 
 
 
 
 
 
 
国 内 外 学 術 誌 論 ⽂ 発 表  
国 内 外 学 会 発 表  
 

２
年
次  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅱ の 受 講  
 
博 ⼠ 特 別 科 ⽬ Ⅱ の 受 講  
 
⼤ 学 院 開 設 科 ⽬ の 受 講  

 
随 時   博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 発 表 会  

→ 博 ⼠ 論 ⽂ 構 想 の 提 出  
 
２ ⽉ 頃  博 ⼠ 論 ⽂ 提 出 資 格 審 査 判 定 会 議  

お よ び 研 究 進 捗 状 況 報 告 会  
（ 審 査 対 象 は 対 象 と な る 提 出 論 ⽂ に 加 え
て 、 主 査 と な る 指 導 教 員 と の 相 談 の 上 、 学
内 外 の 学 会 等 で 発 表 し た 当 該 領 域 の 学 術 論
⽂ 及 び プ ロ ジ ェ ク ト を 含 む こ と が で き る ）  

 

３
年
次  

 

 
６ ⽉ 頃  博 ⼠ 論 ⽂ 予 備 審 査 （ 予 備 論 ⽂ 提 出 ）  
1 0 ⽉ 末  学 位 論 ⽂ 等 の 提 出  
1 2 ⽉ 頃  博 ⼠ 論 ⽂ 最 終 審 査 会  
１ ⽉ 頃  公 開 発 表 会  
３ ⽉ 頃  学 位 認 定  
 

 
（ ５ ） 在 学 延 ⻑ の 届 出  

 標 準 修 業 年 限 （ ３ 年 ） 以 内 に 学 位 取 得 が で き な い こ と が 確 定 し た 場 合 は 、 直
近 の １ ⽉ 末 ま で に 、 ３ 年 間 の 研 究 計 画 に 係 る 「 変 更 届 」 及 び 今 後 の 「 研 究 計
画 」 を 、 教 務 係 （ を 通 し て 学 位 委 員 会 ） へ 提 出 す る こ と 。 ま た 、 中 途 退 学 す る
者 及 び 在 学 年 限 が 満 了 と な る 者 は 「 退 学 届 」 を 提 出 す る こ と 。  

 
（ ６ ） 学 位 論 ⽂ の 閲 覧  

 博 ⼠ 後 期 課 程 の 学 位 論 ⽂ 等 は 、 附 属 図 書 館 に お い て 閲 覧 す る こ と が で き る 。  
 

  附  則  こ の 内 規 は 、 平 成 ３ ０ 年 ４ ⽉ １ ⽇ か ら 施 ⾏ す る 。   
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 別表１「教育課程表」                   」     

 

以 下 の 科 ⽬ か ら 計 1 0 単 位 以 上 を 習 得 す る 。  

科
⽬
区
分  

授  業  科  ⽬  

履   修   年   次  取  得  単  位  数  備  考  

１ 年 次  ２ 年 次  ３ 年 次  ⼩ 計  中 計  合 計  

 
 

 
研 究 領 域  

特 別 研 究 指 導  
〜   

１ ０  

選
択
必
修
科
⽬  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬  ２  ２   ４  

８  

博 ⼠ 特 別 研 究  ２  ２   ４  

 ⼤ 学 院 開 設 科 ⽬  ２   ２  ２  

 

卒  業  要  件  及  び  履  修  ⽅  法  

 ３ 年 以 上 在 学 し 、 以 下 の 科 ⽬ か ら 計 1 0 単 位 以 上 を 修 得 し 、 研 究 領 域 特 別 研 究
指 導 を 受 け た 上 で 、 論 ⽂ の 審 査 及 び 最 終 試 験 に 合 格 す る こ と 。  
 
 な お 、 ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト 研 究 領 域 及 び キ ュ レ ー シ ョ ン 研 究 領 域 の 学 ⽣ に 関
し て は 、 博 ⼠ 論 ⽂ に 併 せ て 研 究 課 題 に 関 わ る 実 践 活 動 （ 展 覧 会 、 演 奏 会 、 ア ー
ト イ ベ ン ト 等 ） の 成 果 報 告 書 を 提 出 し 、 博 ⼠ 論 ⽂ と と も に 論 ⽂ 審 査 の 対 象 と す
る こ と が で き る 。  
 
・ 選 択 必 修 科 ⽬ （ ⾃ ⾝ の 専 攻 分 野 の 博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ ・ 博 ⼠ 特 別 研 究 を そ れ ぞ れ ４

単 位 の 計 ８ 単 位 。 ）  
 
・ ⼤ 学 院 開 設 科 ⽬ （ ２ 単 位 以 上 。 東 京 芸 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 の 研 究 科 で 開 設 さ れ て い

る 科 ⽬ の う ち 、 ⾃ 研 究 領 域 以 外 の 科 ⽬ で 、 か つ 各 ⾃ の 研 究 課 題 を 踏 ま え た 主
任 指 導 教 員 の 指 導 に 基 づ き 、 幅 広 い 視 野 や 研 究 者 と し て の 知 識 ・ 技 能 を 獲 得
す る た め に 必 要 な 科 ⽬ を 選 択 ・ 履 修 す る 。 ）  
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 別表２「指導教員及び担当科⽬表」             」 
   

専 攻  研  究  領  域  指  導  教  員  名  担  当  科  ⽬  名  

    
ア  
｜  
ト  
プ  
ロ  
デ  
ュ  
｜  
ス  

ア ー ト  
マ ネ ジ メ ン ト  

教 授  熊  倉  純  ⼦  
（ く ま く ら  す み こ ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

教 授  箕  ⼝  ⼀  美  
（ み の ぐ ち  か ず み ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ ア ー ト マ ネ ジ メ ン ト Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

キ ュ レ ー シ ョ ン  

准 教 授  鷲  ⽥  め る ろ  
（ わ し だ  め る ろ ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅰ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

教 授  住  友  ⽂  彦  
（ す み と も  ふ み ひ こ ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅱ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

准 教 授  ⻑  島    確  
（ な が し ま  か く ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅲ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ キ ュ レ ー シ ョ ン Ⅲ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

リ サ ー チ  

教 授  ⽑  利  嘉  孝  
（ も う り  よ し た か ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅰ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅰ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  

教 授  清  ⽔  知  ⼦  
（ し み ず  と も こ ）  

博 ⼠ 専 ⾨ 科 ⽬ Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅱ ）  

博 ⼠ 特 別 研 究 Ⅰ ・ Ⅱ  
（ リ サ ー チ Ⅱ ）  

研 究 領 域 特 別 研 究 指 導  
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 2 .  授業時間                         0 

 

 

 

 

 

 

 

 

 3 .  単位及び成績                                        0 

（ １ ）  単 位  
 本 研 究 科 に お け る 各 授 業 科 ⽬ の 単 位 数 は 、 1 単 位 4 5 時 間 の 学 習 を 必 要 と す る 内 容 を
も っ て 構 成 す る こ と を 標 準 と し 、 授 業 の ⽅ 法 に 応 じ 、 当 該 授 業 に よ る 教 育 効 果 、 授 業
時 間 以 外 に 必 要 な 学 修 を 考 慮 し て 、 次 の 基 準 に よ り 計 算 す る も の と す る 。  

 
 １ 単 位 に 必 要 な 授 業 時 間 数  

講        義  1 5 時 間  
演        習  1 5 時 間  
実 験 、 実 習 及 び 実 技  3 0 時 間  

 
（ ２ ）  成 績  

 本 研 究 科 に お け る 各 授 業 科 ⽬ の 成 績 は 、 「 秀 」 「 優 」 「 良 」 「 可 」 及 び 「 不 可 」
の 評 価 を も っ て 表 し 、 「 可 」 以 上 を 合 格 と し 、 「 不 可 」 は 不 合 格 と す る 。  
 各 授 業 科 ⽬ は 、 総 授 業 数 の 3 分 の 2 以 上 出 席 し 、 そ の 試 験 （ 学 期 末 ま た は 学 年 末 ）
に 合 格 す る こ と に よ り 所 定 の 単 位 が 授 与 さ れ る 。  

 
− 評 価 基 準 −  

秀  優  良  可  不 可  
1 0 0 〜 9 5  9 4 〜 8 0  7 9 〜 6 0  5 9 〜 5 0  4 9 以 下  

As  A  B  C  D  
※  論 ⽂ 等 の 学 位 審 査 に お け る 成 績 評 価 も 同 じ 評 価 を も っ て 表 し 、 可 以 上 を
合 格 と す る 。  

 
 成 績 発 表 は 前 期 及 び 後 期 の 末 に ⾏ う の で 、 教 務 シ ス テ ム ⼜ は 千 住 校 地 正 ⾯ ⾃ 動 ド
ア 脇 及 び 上 野 校 地 学 ⽣ 課 前 内 に 設 置 さ れ た 証 明 書 ⾃ 動 発 ⾏ 機 に よ り 各 ⾃ 確 認 す る こ
と 。  
 修 了 者 へ は 修 了 式 の 際 に 、 学 位 記 に 添 え て 交 付 す る 。   

時 限  時    間  
１   ９ ： ０ ０  〜  １ ０ ： ３ ０  
２  １ ０ ： ４ ０  〜  １ ２ ： １ ０  
３  １ ３ ： ０ ０  〜  １ ４ ： ３ ０  
４  １ ４ ： ４ ０  〜  １ ６ ： １ ０  
５  １ ６ ： ２ ０  〜  １ ７ ： ５ ０  
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（ ３ ）  通 年 授 業 の 単 位 分 割 制 度 の 取 扱 い に つ い て  
 （ 平 成 2 9 年 5 ⽉ 1 1 ⽇  教 授 会 決 定 ）  

（ 平 成 3 0 年 9 ⽉ 2 6 ⽇  教 授 会 改 正 ）  
 

 年 度 途 中 で 休 学 を す る と き 、 下 記 の 条 件 を 満 た す 場 合 に 限 り 、 特 例 と し て 、 通 年
の 授 業 で も 半 期 ず つ の 単 位 （ 本 来 の 単 位 数 の 半 分 ） が 認 め ら れ る 。  

 
①  単 位 分 割 が 認 め ら れ る 場 合 ：  
 ａ ． 外 国 の 正 規 の 学 校 制 度 に よ る ⼤ 学 ・ ⼤ 学 院 ⼜ は 、 そ れ ら に 相 当 す る と 認 め

ら れ て い る 教 育 機 関 の 課 程 に 在 学 す る 場 合 。  
ｂ ． 育 児 ・ 介 護 ・ 配 偶 者 同 ⾏ （ 対 象 は 職 員 の 休 業 等 に 関 す る 諸 規 則 に 準 ず る も

の と す る 。 ） に よ る 休 学 の 場 合 。  
  c  ． そ の 他 、 研 究 科 ⻑ が 教 育 上 、 有 効 と 認 め た 場 合 。  

②  休 学 の 開 始 、 及 び 復 学 の 時 期 ：  
  半 期 授 業 の 所 要 出 席 数 を ⼗ 分 に 満 た す こ と の で き る 時 期 で あ る こ と 。  
③  当 該 科 ⽬ の 担 当 教 員 よ り 、 前 期 の 合 格 相 当 の 成 績 評 価 を 得 ら れ る こ と 。  
④  休 学 申 請 書 提 出 時 に 必 要 な 書 類 ：  

 ａ ． 【 ① a . に 該 当 す る 場 合 】 受 け ⼊ れ 機 関 等 が 発 ⾏ す る 受 け ⼊ れ 証 明 書 。  
留 学 期 間 や 資 格 等 を 明 記 し た も の 。  

 ｂ ． 休 学 に 伴 う 通 年 授 業 の 単 位 分 割 申 請 書 。  
⑤  復 学 申 請 書 提 出 時 に 必 要 な 書 類 ：  

 ａ ． 【 ① a . に 該 当 す る 場 合 】 そ の 教 育 機 関 に 在 学 し て い た こ と を 証 明 す る 資
料 ： 在 学 証 明 書 、 成 績 証 明 書 、 学 ⽣ 証 、 成 績 表 （ 票 ） 、 履 修 票 （ 指 導 教 員 の
受 講 サ イ ン が あ る も の ） 等 。 場 合 に よ っ て は 授 業 納 ⼊ 済 証 等 で よ い 。 学 位 を
取 得 し た り 、 卒 業 ・ 修 了 の 資 格 を 取 得 し て い る 必 要 は な い 。  

  ・ 資 料 原 本 は 、 教 務 係 に お い て コ ピ ー を 取 っ た 上 、 返 却 す る 。  
  ｂ ． 復 学 に 伴 う 通 年 授 業 の 単 位 分 割 申 請 書 。  
⑥  復 学 後 の 注 意 事 項 ：  

上 記 授 業 が 修 了 要 件 授 業 で あ る 場 合 、 後 期 で は 同 じ 授 業 科 ⽬ の 半 期 分 を 履 修
し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 も し そ れ が 開 設 さ れ て い な い 場 合 に は 、 そ れ
に 相 当 す る 授 業 の 半 期 を 履 修 し な け れ ば な ら な い 。  

 
 ※ 申 請 は 教 務 係 に て ⾏ う こ と  
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 4. 博物館学課程（学芸員資格） 
 

博 物 館 法 施 ⾏ 規 則 に 定 め る 科 ⽬   本 学 に お け る 開 設 科 ⽬  

科   ⽬  
単
位
数  

科   ⽬   
単
位
数  

開
設  

備   考  

必
修
科
⽬  

⽣ 涯 学 習 概 論  2  ⽣ 涯 学 習 概 論  2  

⼤
美  

  
博 物 館 概 論  2  博 物 館 概 論  2   
博 物 館 経 営 論  2  博 物 館 経 営 論  2    
博 物 館 資 料 論  2  美 術 館 資 料 論  2   
博 物 館 資 料 保 存 論  2  博 物 館 資 料 保 存 論  2    
博 物 館 展 ⽰ 論  2  企 画 展 ⽰ 論  2    
博 物 館 教 育 論  2  博 物 館 教 育 論  2    
博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論  2  博 物 館 情 報 ・ メ デ ィ ア 論  2    
博 物 館 実 習  3  美 術 館 実 習 Ａ ・ Ｂ  3  A・B い ず れ か を 修 得  

選
択
科
⽬  

 

8  

⽇ 本 美 術 史 概 説  

シ  
ラ  
バ  
ス  
参  
照  

美  

合 計  8  単 位 以 上 を 修 得  

 東 洋 美 術 史 概 説  
 ⻄ 洋 美 術 史 概 説  
 ⻄ 洋 美 術 史 演 習  
 ⽇ 本 ⼯ 芸 史 概 説  
 彫 刻 概 論  
 ⼯ 芸 理 論  
 漆 ⼯ 史  
 東 洋 陶 磁 史  
⽂ 化 史  染 織 ⼯ 芸 史  
美 術 史  デ ザ イ ン 概 説  
考 古 学  ⽇ 本 ・ 東 洋 建 築 史  
⺠ 俗 学  ⻄ 洋 建 築 史  
⾃ 然 科 学 史  ⽂ 化 財 保 護 概 論  
物 理  現 代 芸 術 概 論  
化 学  ⽂ 化 ⼈ 類 学  

⾳  

⽣ 物 学  ⾳ 響 学  
 芸 術 ⽂ 化 環 境 論  
 ⻄ 洋 ⾳ 楽 史  
 ⽇ 本 ・ 東 洋 ⾳ 楽 史  
 楽 器 学  
 ⻄ 洋 ⾳ 楽 史 概 説  
 ⽇ 本 ⾳ 楽 史 概 説  
  東 洋 ⾳ 楽 史 概 説  
  ⾳ 楽 ⺠ 族 学 概 説  
  ⾳ 楽 ⾳ 響 学  
  芸 術 情 報 概 論  芸  

 
※ 他 ⼤ 学 出 ⾝ 者 で 、 本 学 で の 学 芸 員 資 格 取 得 を 希 望 す る 者 は 、 選 択 科 ⽬  8  単 位 を 全 て
本 学 で 履 修 し な け れ ば な ら な い 。  
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（ 備 考 ）  1  表 記 中 「 ⼤ 美 」 は 、 ⼤ 学 美 術 館 開 設 科 ⽬ を ⽰ す 。  
      2  表 記 中 「 ⾳ 」 は 、 ⾳ 楽 学 部 開 設 科 ⽬ を ⽰ す 。  
      3  表 記 中 「 美 」 は 、 美 術 学 部 開 設 科 ⽬ を ⽰ す 。  
      4  表 記 中 「 芸 」 は 、 芸 術 情 報 セ ン タ ー 開 設 科 ⽬ を ⽰ す 。 
 
○  学 芸 員 資 格 に つ い て 

博 物 館 や 美 術 館 な ど に は ， 博 物 館 法 に 基 づ き 資 料 の 収 集 ， 調 査 ， 研 究 ， 保 管 ，
展 ⽰ ， 教 育 普 及 な ど に 関 す る 専 ⾨ 的 職 務 を ⾏ う 者 と し て ， 学 芸 員 が 置 か れ て い
る 。  

学 芸 員 と な る 資 格 を 得 る た め に は ， 学 ⼠ の 学 位 を 有 し ， 博 物 館 法 施 ⾏ 規 則 に 定
め る 博 物 館 学 に 関 す る 単 位 を 取 得 し て い な け れ ば な ら な い 。  

本 学 で は ， 学 芸 員 資 格 取 得 の 科 ⽬ と し て 上 記 の 表 の と お り に 開 講 し て い る 。 学
芸 員 資 格 取 得 を ⽬ 指 す 者 は ， 授 業 計 画 （ シ ラ バ ス ） を 熟 読 し て 内 容 を よ く 理 解 し
た う え で ， 各 ⾃ の 研 究 分 野 で の 学 修 と の 両 ⽴ を 考 慮 し て ， 1 年 次 か ら 計 画 的 に 履 修
す る こ と 。  

な お ， 近 年 で は 学 芸 員 職 の 採 ⽤ 試 験 は 極 め て 倍 率 の ⾼ い 難 関 な の で ， 学 芸 員 を
⽬ 指 す な ら ば ， 資 格 に 加 え て ， 各 ⾃ の 専 攻 分 野 に お け る 知 識 ・ 技 能 ・ 経 験 を 深 め
る た め の 積 極 的 な 学 修 が 必 要 で あ る 。  

 
○  課 程 表 に つ い て  

１ ． 必 修 科 ⽬ は 表 に ⽰ し た 科 ⽬ を 全 て 履 修 す る こ と 。  
２ ． 美 術 館 実 習 は ， 他 の 必 修 ８ 科 ⽬ の 単 位 を 全 て 取 得 し て か ら 受 講 す る こ と が 望

ま し い が ， 美 術 館 実 習 と 同 年 度 中 に 全 て の 単 位 を 取 得 で き る ⾒ 込 み が あ る 者 は
履 修 可 能 。  

３ ． 博 物 館 経 営 論 及 び 美 術 館 実 習 は ， 集 中 講 義 で ⾏ う 。 （ 博 物 館 経 営 論 は １ 年 次
で 履 修 し て お く こ と が 望 ま し い 。 ）  

４ ． 選 択 科 ⽬ は ， 本 学 に お け る 開 設 科 ⽬ の 中 か ら ８ 単 位 以 上 を 修 得 す る こ と 。  
５ ．博物館学課程（学芸員資格）の科⽬を履修しても，国際芸術創造研究科の修

了要件単位には含まれない。  
６ ． 所 定 の 単 位 を 修 得 し ， 学 ⼠ の 学 位 を 有 す る 者 に つ い て は ， 学 芸 員 資 格 証 明 書

を 交 付 す る 。 （ 学 芸 員 資 格 証 明 書 は 申 請 し な い と 交 付 さ れ な い の で 、 注 意 す る
こ と 。 （ 申 請 受 付 は 修 了 年 次 の 1 2 ⽉ に ⾏ う 。 ⼿ 続 ⽅ 法 は 掲 ⽰ 等 で 通 知 す
る 。 ） ）  

７ ． 本 学 の 博 物 館 学 学 芸 員 課 程 は ， 美 術 系 博 物 館 ・ 美 術 館 お よ び 美 術 資 料 の 取 り
扱 い に 重 点 を 置 い て い る の で ， 他 ⼤ 学 で 履 修 し た 必 修 科 ⽬ の う ち で ， 本 学 で 認 定
さ れ る 科 ⽬ は 限 ら れ る （ 下 記 参 照 ） 。  
８ ． 履 修 科 ⽬ に つ い て は 各 ⾃ が 責 任 を 持 っ て 課 程 表 を 確 認 の 上 、 計 画 的 に 履 修 す

る こ と 。  
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○  他 ⼤ 学 等 に お い て 修 得 し た 博 物 館 学 課 程 （ 学 芸 員 資 格 ） 科 ⽬ に つ い て  
他 ⼤ 学 で 博 物 館 学 課 程 科 ⽬ の 単 位 を 修 得 し ， 本 研 究 科 に ⼊ 学 し た も の で ， 学 芸

員 資 格 の 取 得 を 希 望 す る 者 は ， 以 下 の 科 ⽬ の み ， 修 得 済 み の 単 位 を 申 告 す る こ と
が で き る 。  

 
・ 申告できる科⽬（博物館学学芸員課程の⼀覧表を参照） 

⽣涯学習概論，博物館概論，博物館経営論，博物館情報・メディア論， 
博物館教育論 
 

（ こ の 場 合 ， 認 定 と い う 形 は と ら な い が ， 履 修 登 録 時 ま た は 学 芸 員 資 格 証 書 の 授
与 申 請 時 に 出 ⾝ ⼤ 学 で 単 位 取 得 の 証 明 を 受 け ら れ る こ と が 確 認 で き れ ば ， 本 学 で
再 履 修 の 必 要 は な い 。 な お 課 程 表 下 の 注 釈 に あ る よ う に 、他⼤学出⾝者で、本学
の学芸員資格取得を希望する者は、選択科⽬８単位を全て本学で履修しなければ
ならない。 ）  
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 5 .  学⽣⽣活                                           0 

（ １ ） 学 内 在 留 時 間  
１ ） 通 常 時 ： 平 ⽇ 、 ⼟ ・ ⽇ 曜 ⽇ 、 祝 祭 ⽇ を 問 わ ず 、 7 ： 3 0 〜 2 1 ： 0 0  
２ ） 休 業 期 間  

① 夏 季  ○ 平 ⽇ ・ ⼟ 曜 ⽇ ：  7 ： 3 0 〜 2 0 ： 0 0  
  ○ ⽇ 曜 ⽇ ・ 祝 ⽇ 、 夏 季 休 ⽇ ： 登 校 禁 ⽌  
② 冬 季 ： 登 校 禁 ⽌  
③ 春 季 ： 平 ⽇ 、 ⼟ ・ ⽇ 曜 ⽇ 、 祝 祭 ⽇ を 問 わ ず 、 7 ： 3 0 〜 2 0 ： 0 0  
※ 夏 季 、 冬 季 及 び 春 季 休 業 期 間 の 詳 細 は 毎 年 度 学 事 暦 に て 確 認 す る こ と 。  
 

 下 校 時 間 を 厳 守 す る こ と 。 ま た 、 ⼊ 学 試 験 実 施 そ の 他 に よ る 登 校 禁 ⽌ 等 に つ い て
は 、 学 事 暦 に 記 載 し て あ る 他 、 そ の 都 度 、 掲 ⽰ に よ り 連 絡 す る 。  
 千 住 校 地 に お い て は 、 ⼊ 構 は 上 記 在 留 時 間 の 終 了 の 3 0 分 前 ま で と な っ て い る 。 ⼊
構 可 能 時 間 内 で 正 ⾯ ⾃ 動 扉 が 施 錠 さ れ て い る 時 に ⼊ 構 す る 場 合 は 、 ⾃ 動 扉 脇 の 通 ⽤
⼝ を 、 学 ⽣ 証 を ⽤ い て 解 除 し て ⼊ る こ と 。  
 ま た 上 野 校 地 に お い て 、 上 記 在 留 時 間 内 で 教 員 室 が 閉 ま っ て い る 時 に 院 ⽣ 室 を 使
⽤ す る 場 合 は 、 守 衛 所 で 学 ⽣ 証 と 引 き 換 え に 院 ⽣ 室 の 鍵 を 借 り る こ と 。  
 な お 他 の 学 部 ・ 研 究 科 の 施 設 や 附 属 図 書 館 、 各 セ ン タ ー 等 を 利 ⽤ す る 場 合 に は 、
そ れ ぞ れ の 定 め る と こ ろ に 従 う こ と 。  
 

（ ２ ） 事 務 セ ン タ ー  
 各 種 事 務 ⼿ 続 は 、 特 別 の 指 定 の あ る も の を 除 き 、 下 記 の 場 所 で 、 所 定 の 時 間 内
に ⾏ う こ と 。  
 千 住 校 地 ： 千 住 校 地 事 務 セ ン タ ー （ 千 住 校 地 １ 階 ）  

平 ⽇ （ ⽉ 〜 ⾦ ）  9 : 0 0 〜 1 2 : 3 0 、 1 3 : 3 0 〜 1 7 : 0 0  
   上 野 校 地 ： 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 教 員 室 内 （ 国 際 交 流 棟 ５ 階 ） ※ 事 務 取 扱 時 間 は  

別 途 通 知 す る  
 

（ ３ ） 連 絡 ・ 伝 達 事 項  
 教 員 室 、 あ る い は 授 業 時 に 教 員 か ら 指 ⽰ さ れ る 事 項 を 除 き 、 ⼤ 学 か ら 学 ⽣ へ の 連
絡 ・ 伝 達 事 項 は 、 特 別 の 事 情 に よ る も の 以 外 、 す べ て 掲 ⽰ （ ⼤ 学 H P 及 び 教 務 シ ス テ
ム ） に よ り ⾏ う 。  

○  構 内 放 送  
⽕ 事 等 の 災 害 時 に お け る 緊 急 を 要 す る 場 合 及 び 多 数 の 学 ⽣ に 知 ら せ る 必 要 の あ
る 場 合 は 、 構 内 放 送 で 連 絡 す る 。  

○  電 話 で の 問 い 合 わ せ  
・ 学 外 者 か ら の 電 話 の 取 り 次 ぎ は 、 緊 急 を 要 す る 場 合 以 外 、 ⼀ 切 ⾏ わ な い 。  
・ 学 外 者 か ら の 学 ⽣ の 住 所 ・ 電 話 番 号 等 の 問 い 合 わ せ に は 、 ⼀ 切 応 じ な い 。  
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（ ４ ） 授 業 料 の 納 ⼊  
・ 納 ⼊ ⽅ 法 は 原 則 と し て ⼝ 座 振 替 （ ⾃ 動 引 落 ） と な っ て い る の で 、 振 替 ⽇ 前 ま で

に 必 要 ⾦ 額 を ⼊ ⾦ し て お く こ と 。  
・ 振 替 ⽇ は 、 前 期 分 5 ⽉ 2 7 ⽇ 、 後 期 分 1 1 ⽉ 2 7 ⽇ （ ⼟ ⽇ 祝 ⽇ に あ た る 場 合 は 、 翌 営

業 ⽇ ） で あ る 。  

（ ５ ）  学 ⽣ 証  
・ 本 学 学 ⽣ と し て 常 に 携 帯 す る こ と 。  
・ 有 効 期 限 は 2 年 間 で あ る 。 留 年 等 で 更 新 ⼿ 続 が 必 要 な 場 合 は 所 定 の ⼿ 続 を 取 る こ

と 。  
・ 改 姓 、 住 所 変 更 等 、 記 載 事 項 に 変 更 が ⽣ じ た 場 合 は 、 必 ず 届 け 出 る こ と 。 ⼿ 続 に

つ い て は 、 （ ７ ） 各 種 ⼿ 続 を 参 照 の こ と 。  
・ 本 学 学 ⽣ の ⾝ 分 を 離 れ た 時 は 、 す み や か に 学 ⽣ 証 を 返 還 す る こ と 。  
・ 学 ⽣ 証 の 違 法 使 ⽤ （ 他 ⼈ へ の 譲 渡 、 記 載 事 項 の 無 断 変 更 記 ⼊ 等 ） が あ っ た 場 合

は 、 ⼤ 学 と し て 厳 し く 処 分 す る 。  
・ 学 ⽣ 証 を 紛 失 し た 場 合 は 、 学 ⽣ 課 学 務 係 へ 再 交 付 を 願 い 出 た 上 、 所 定 の ⼿ 数 料 を

財 務 会 計 課 で 納 付 す る こ と 。 （ 学 ⽣ 課 、 財 務 会 計 課 は い ず れ も 上 野 校 地 事 務 局 に
あ る 。 ）  

 
○ 通 学 定 期 券  

・ 学 ⽣ 証 、 通 学 定 期 券 発 ⾏ 控 及 び 各 駅 に あ る 申 込 ⽤ 紙 を 駅 の 窓 ⼝ に 提 出 し 、 購 ⼊ す
る 。  

・ 住 所 変 更 に 伴 い 、 通 学 経 路 の 変 更 を し た い 場 合 は 、 通 学 区 間 変 更 の ⼿ 続 を 事 務 セ
ン タ ー で ⾏ う こ と 。  

 
（ ６ ）  証 明 書 等  

 次 の 証 明 書 等 に つ い て は 、 証 明 書 ⾃ 動 発 ⾏ 機 で 発 ⾏ す る こ と 。 証 明 書 ⾃ 動 発 ⾏ 機
は 、 上 野 校 地 で は 学 ⽣ 課 内 に 、 千 住 校 地 で は ⼊ ⼝ ⾃ 動 ド ア 脇 に 設 置 さ れ て い る 。 稼
働 時 間 と 発 ⾏ で き る 証 明 書 の 種 類 に つ い て は 、 ウ ェ ブ サ イ ト を 確 認 す る こ と 。  

 
○ 学 割 証 （ 学 校 学 ⽣ ⽣ 徒 旅 客 運 賃 割 引 証 ）  

・ 学 割 は 証 明 書 ⾃ 動 発 ⾏ 機 で 発 ⾏ で き る 。   
・ 学 割 は 、 修 学 上 の 経 済 的 負 担 を 軽 減 し 、 学 校 教 育 の 振 興 に 寄 与 す る こ と を ⽬ 的 と

し て 実 施 さ れ て い る 制 度 で あ り 、 学 ⽣ 個 ⼈ の ⾃ 由 な 権 利 と し て 利 ⽤ す る こ と を 前
提 と し て い る も の で は な い こ と を 念 頭 に 置 く こ と 。  

・ 1 ⼈ に つ き 年 間 1 0 枚 ま で 使 ⽤ で き 、 発 ⾏ ⽇ よ り 3 ヶ ⽉ 間 有 効 で あ る 。 た だ し 、 1 ⽉
1 ⽇ 以 降 に 発 ⾏ し た も の は 3 ⽉ 3 1 ⽇ を 有 効 期 限 と す る 。  

・ 学 割 を 利 ⽤ す る と き は 、 常 に 学 ⽣ 証 を 携 帯 す る こ と 。  
・ 学 割 の 不 正 使 ⽤ は 、 本 ⼈ に 対 す る 罰 則 だ け で な く 、 全 学 ⽣ へ の 使 ⽤ 禁 ⽌ と な る こ

と も あ る の で 、 絶 対 に ⾏ わ な い こ と 。  
 

 証 明 書 ⾃ 動 発 ⾏ 機 で 発 ⾏ で き な い 各 種 証 明 書 の 発 ⾏ は 、 「 証 明 書 発 ⾏ 申 請 書 」 に
必 要 事 項 を 記 ⼊ し 、 事 務 セ ン タ ー へ 申 し 込 む こ と 。 和 ⽂ 証 明 書 の 場 合 は 発 ⾏ ま で に
3 ⽇ 間 程 度 、 英 ⽂ 証 明 書 の 場 合 は 約 1 週 間 を 要 す る 。 相 談 が 必 要 な 証 明 書 に つ い て
は 、 事 務 セ ン タ ー に 問 い 合 わ せ る こ と 。  
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 学 ⽣ の 個 々 の 理 由 （ ⼿ 続 の 遅 れ 、 差 し 迫 っ た 必 要 度 等 ） に 応 じ て 証 明 書 を 発 ⾏ す
る こ と は で き な い の で 、 必 要 な ⼿ 続 は 早 め に ⾏ い 、 提 出 期 限 を 守 る よ う に 、 各 ⾃ が
⼼ が け る こ と 。  

 
 
（ ７ ）  各 種 ⼿ 続  
 ○  以 下 の 変 更 ⼿ 続 は C a m p u s P l a n で 案 内 し て い る ウ ェ ブ フ ォ ー ム か ら ⾏ う こ と 。  

学 ⽣ 本 ⼈  

⽒ 名  
住 所  
電 話 番 号 （ ⾃ 宅 ・ 携 帯 ）  
メ ー ル ア ド レ ス  

保 証 ⼈  

⽒ 名  
住 所  
電 話 番 号 （ ⾃ 宅 ・ 携 帯 ）  
メ ー ル ア ド レ ス  
勤 務 先 名 称  
勤 務 先 電 話 番 号  

 
○  そ の 他 の ⼿ 続  

下 表 に ⽰ し た 各 種 ⼿ 続 は 、 事 務 セ ン タ ー で ⾏ う こ と 。 病 気 ・ 怪 我 等 で 来 学 で き な
い 場 合 を 除 き 、 原 則 と し て 学 ⽣ 本 ⼈ が ⾏ う こ と 。 （ ⾝ 分 異 動 に 関 係 す る ⼿ 続 は 、
必 ず 学 ⽣ 本 ⼈ が ⾏ う こ と 。 ）  

休 学 申 請 書  病 気 ・ ケ ガ 等 の 場 合 は 診 断 書 を 添 付 す る 。  
＜ ⼤ 学 院 学 則 3 2 、 3 3 、 3 4 条 ＞ 参 照  

復 学 申 請 書  病 気 ・ ケ ガ 等 の 理 由 で 休 学 し て い た 場 合 は 、 修 学 が 可 能 で あ る 旨  
を 証 明 し た 診 断 書 を 添 付 す る 。 ＜ ⼤ 学 院 学 則 第 3 5 条 ＞ 参 照  

退 学 申 請 書  受 理 さ れ た 後 、 学 ⽣ 証 を 返 還 す る 。 ＜ ⼤ 学 院 学 則 第 3 7 条 ＞ 参 照  
旧 姓 使 ⽤ 申 出  ⼾ 籍 抄 本 等 を 添 え て 申 出 る 。  

 
（ ８ ） そ の 他  

○  現 ⾦ 等 の 貴 重 品 は 、 各 ⾃ が 責 任 を も っ て 管 理 し 、 盗 難 防 ⽌ に 務 め る こ と 。 特 に
学 ⽣ 証 や キ ャ ッ シ ュ カ ー ド は 悪 ⽤ さ れ る 恐 れ が あ る の で 、 ⼗ 分 注 意 す る こ と 。  

○  教 室 等 に 許 可 な く 私 物 を 置 か な い こ と 。 許 可 な く 置 か れ た も の に つ い て は 、 紛
失 等 が あ っ て も 、 ⼤ 学 で は 、 ⼀ 切 責 任 を 負 わ な い の で 注 意 す る こ と 。  

○  学 内 に お い て は 、 ⽕ 気 の 無 断 使 ⽤ を 厳 禁 と す る 。 ま た 、 本 学 に お い て は 敷 地 内
全 ⾯ 禁 煙 と す る 。 な お 本 学 の 敷 地 外 （ 周 辺 道 路 等 ） に お い て も 、 周 辺 の 迷 惑 と
な る 喫 煙 を ⾏ わ な い よ う 受 動 喫 煙 防 ⽌ に 配 慮 す る こ と 。  

○  本 学 の 駐 ⾞ ス ペ ー ス は 極 め て 限 ら れ て い る の で 、 学 内 へ の ⾞ 両 の 乗 り ⼊ れ は 原
則 と し て 禁 ⽌ と す る 。 荷 物 の 搬 送 等 、 や む を 得 な い 状 況 に よ り ⾞ 両 乗 り ⼊ れ の
必 要 が あ る 場 合 は 、 事 前 に 許 可 を 得 る こ と 。  
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○  キ ャ ッ チ 商 法 、 マ ル チ ま が い 商 法 等 の い わ ゆ る 悪 徳 商 法 、 イ ン チ キ 商 法 に は ⼗
分 注 意 す る こ と 。 電 話 や 街 頭 で の 巧 み な 勧 誘 等 に の る こ と な く 、 断 る と き は き
っ ぱ り と 断 る こ と 。 ま た 、 安 易 に 署 名 ・ 捺 印 等 を し な い こ と 。  

○  度 を 越 し た 飲 酒 は 厳 に 慎 む こ と 。  
○  ⼤ ⿇ ・ マ リ フ ァ ナ 等 の 薬 物 に は 、 絶 対 に ⼿ を 出 さ な い こ と 。  
○  そ の 他 、 学 ⽣ 課 発 ⾏ の 「 学 ⽣ 便 覧 」 に よ く ⽬ を 通 す こ と 。  

h t t p s : / / w w w . g e i d a i . a c . j p / l i f e / g a k u s e i _ b i n r a n  
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 6. 規則                                           0   
 
（１） 東京藝術⼤学⼤学院学則（抄） 

 
制  定 昭和52年４⽉28⽇ 
最近改正 令和3年7⽉15⽇ 

    第 １ 章   総 則  
    第 １ 節   ⽬ 的  
 （ ⽬ 的 ）  

第 １ 条  東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 （ 以 下 「 ⼤ 学 院 」 と い う 。 ) は 、 芸 術 及 び そ の 理 論 を 教 授
研 究 し 、 そ の 深 奥 を き わ め て 、 ⽂ 化 の 進 展 に 寄 与 す る こ と を ⽬ 的 と す る 。  

   （ 点 検 ・ 評 価 ）  
第 ２ 条  ⼤ 学 院 は 、 そ の 教 育 研 究 ⽔ 準 の 向 上 を 図 る と と も に 、 前 条 の ⽬ 的 及 び 社 会 的

使 命 を 達 成 す る た め 、 教 育 及 び 研 究 、 組 織 及 び 運 営 並 び に 施 設 及 び 設 備 （ 以 下 「 教 育
研 究 等 」 と い う 。 ) の 状 況 に つ い て ⾃ ら 点 検 ・ 評 価 を ⾏ い 、 そ の 結 果 を 公 表 す る も の
と す る 。  

２  ⼤ 学 院 は 、 前 項 の 点 検 ・ 評 価 に 加 え 、 教 育 研 究 等 の 総 合 的 な 状 況 に つ い て 、 定 期
的 に ⽂ 部 科 学 ⼤ ⾂ の 認 証 を 受 け た 者 に よ る 評 価 を 受 け る も の と す る 。  

３  第 １ 項 の 点 検 ・ 評 価 に つ い て は 、 本 学 の 職 員 以 外 の 者 に よ る 検 証 を ⾏ う も の と す
る 。  

４  前 ３ 項 の 点 検 ・ 評 価 に 関 し 必 要 な 事 項 に つ い て は 、 別 に 定 め る 。  
 
    第 ２ 節   研 究 及 び 教 育 組 織  
 （ ⼤ 学 院 の 課 程 ）  
第 ３ 条   ⼤ 学 院 に お け る 課 程 は 、 博 ⼠ 課 程 と す る 。  
２  前 項 の 博 ⼠ 課 程 は 、 前 期 ２ 年 の 課 程 及 び 後 期 ３ 年 の 課 程 に 区 分 し 、 前 期 ２ 年 の 課

程 は 、 こ れ を 修 ⼠ 課 程 と し て 取 り 扱 う も の と す る 。  
３  前 項 の 前 期 ２ 年 の 課 程 は 「 修 ⼠ 課 程 」 と い い 、 後 期 ３ 年 の 課 程 は 「 博 ⼠ 後 期 課

程 」 と い う 。  
４  修 ⼠ 課 程 は 、 広 い 視 野 に ⽴ っ て 芸 術 に つ い て の 精 深 な 学 識 と 技 術 を 授 け 、 芸 術 の

各 分 野 に お け る 創 造 、 表 現 、 研 究 能 ⼒ ⼜ は 芸 術 に 関 す る 職 業 等 に 必 要 な ⾼ 度 の 能 ⼒ を
養 う こ と を ⽬ 的 と す る 。  

５  博 ⼠ 後 期 課 程 は 、 芸 術 に 関 す る ⾼ 度 な 創 造 、 表 現 の 技 術 と 理 論 を 教 授 研 究 し 、 芸
術 ⽂ 化 に 関 す る 幅 広 い 識 ⾒ を 有 し 、 ⾃ ⽴ し て 創 作 、 研 究 活 動 を ⾏ う に 必 要 な ⾼ 度 の 能
⼒ を 備 え た 研 究 者 を 養 成 す る こ と を ⽬ 的 と す る 。  

 （ 研 究 科 及 び 専 攻 ）  
第 ４ 条   ⼤ 学 院 に 、 次 の 研 究 科 を 置 く 。  
（ ４ ） 国 際 芸 術 創 造 研 究 科  
２  前 項 の 研 究 科 に 置 く 専 攻 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。   

 研   究   科   名  
修   ⼠   課   程  博 ⼠ 後 期 課 程  

専    攻    名  専    攻    名  
国 際 芸 術 創 造 研 究 科   ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻   ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  
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３  研 究 科 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
 
    第 ３ 節   教 員 組 織  
  （ 教 員 組 織 ）  
第 ５ 条   研 究 科 に 、 研 究 科 ⻑ を 置 く 。  
２  研 究 科 ⻑ は 、 当 該 学 部 の 学 部 ⻑ を も っ て 充 て る 。 た だ し 、 映 像 研 究 科 ⻑ 及 び 国 際

芸 術 創 造 研 究 科 ⻑ は 、 当 該 研 究 科 の 専 任 教 授 の う ち か ら 、 別 に 定 め る 基 準 に よ り 選 考
す る 。  

３  研 究 科 の 授 業 及 び 修 ⼠ 論 ⽂ （ 専 攻 に よ り 研 究 作 品 、 研 究 演 奏 ⼜ は 特 定 課 題 研 究 報
告 書 を 加 え 、 ⼜ は 修 ⼠ 論 ⽂ に 代 え て 研 究 作 品 若 し く は 、 研 究 演 奏 若 し く は 特 定 課 題 研
究 報 告 書 と す る 。 以 下 「 修 ⼠ 論 ⽂ 等 」 と い う 。 ) ⼜ は 博 ⼠ 論 ⽂ （ 研 究 領 域 に よ り 研 究
作 品 ⼜ は 研 究 演 奏 を 加 え る 。 以 下 「 博 ⼠ 論 ⽂  等 」 と い う 。 ) の 作 成 等 に 対 す る 指 導
（ 以 下 「 研 究 指 導 」 と い う 。 ) を 担 当 す る 教 員 は 、 ⼤ 学 院 に お い て 授 業 ⼜ は 研 究 指 導
を 担 当 す る 資 格 を 有 す る 当 該 学 部 の 教 授 、 准 教 授 及 び 講 師 ⼜ は 客 員 教 授 と す る 。  

 
    第 ４ 節   ⼊ 学 定 員 及 び 収 容 定 員  
 （ ⼊ 学 定 員 及 び 収 容 定 員 ）  
第 ６ 条   研 究 科 の 専 攻 別 ⼊ 学 定 員 及 び 収 容 定 員 は 、 次 の 表 の と お り と す る 。  

研 究 科 名  
修   ⼠   課   程  博 ⼠ 後 期 課 程  

専  攻  名  ⼊ 学  
定 員  

収 容  
定 員  専  攻  名  ⼊ 学  

定 員  
収 容  
定 員  

国 際 芸 術  
創 造 研 究 科  

ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  1 0  2 0   ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  5  1 5  
計  1 0  2 0   5  1 5  

 
    第 ５ 節   研 究 科 委 員 会  
 （ 研 究 科 委 員 会 ）  
第 ７ 条   美 術 研 究 科 及 び ⾳ 楽 研 究 科 に 、 当 該 研 究 科 の 重 要 事 項 を 審 議 す る た め 、 研 究 科

委 員 会 を 置 く 。  
２  研 究 科 委 員 会 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
 
    第 ６ 節   学 年 、 学 期 及 び 休 業 ⽇  
 （ 学 年 ）  
第 ８ 条   学 年 は 、 ４ ⽉ １ ⽇ に 始 ま り 、 翌 年 ３ ⽉ 3 1 ⽇ に 終 る 。  
 （ 学 期 ）  
第 ９ 条   学 期 は 、 次 の ２ 学 期 に 分 け る 。  
（ １ ） 前 学 期  ４ ⽉ １ ⽇ か ら ９ ⽉ 3 0 ⽇ ま で  
（ ２ ） 後 学 期  1 0 ⽉ １ ⽇ か ら 翌 年 ３ ⽉ 3 1 ⽇ ま で  
 （ 休 業 ⽇ ）  
第 １ ０ 条  休 業 ⽇ （ 授 業 を ⾏ わ な い ⽇ ） は 、 次 の と お り と す る 。  
（ １ ） ⽇ 曜 ⽇ 及 び ⼟ 曜 ⽇  
（ ２ ） 国 ⺠ の 祝 ⽇ に 関 す る 法 律 （ 昭 和 2 3 年 法 律 第 1 7 8 号 ） に 定 め る ⽇  
（ ３ ） 開 校 記 念 ⽇  1 0 ⽉ ４ ⽇  
（ ４ ） 春 季 、 夏 季 及 び 冬 季 休 業 ⽇  
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２  前 項 第 ４ 号 の 休 業 ⽇ は 、 別 に 定 め る 。  
３  学 ⻑ は 、 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 第 １ 項 の 休 業 ⽇ を 変 更 し 、 ⼜ は 臨 時 の 休 業

⽇ を 定 め る こ と が で き る 。  
 【 （ 注 ） 休 業 ⽇ は 毎 年 度 変 更 さ れ る の で 、 当 該 年 度 の 学 事 暦 で 確 認 す る こ と 。 】  
 
   第 ２ 章   研 究 科 通 則  
    第 １ 節   標 準 修 業 年 限 及 び 在 学 年 限  
 （ 標 準 修 業 年 限 ）  
第 １ １ 条   修 ⼠ 課 程 の 標 準 修 業 年 限 は 、 ２ 年 と す る 。  
２  博 ⼠ 後 期 課 程 の 標 準 修 業 年 限 は 、 ３ 年 と す る 。  
 （ 在 学 年 限 ）  
第 １ ２ 条   学 ⽣ は 、 修 ⼠ 課 程 に あ っ て は ３ 年 、 博 ⼠ 後 期 課 程 に あ っ て は ５ 年 を 超 え て 在

学 す る こ と は で き な い 。  
 
    第 ２ 節   教 育 ⽅ 法 等  
 （ 教 育 ⽅ 法 ）  
第 １ ３ 条   研 究 科 の 教 育 は 、 授 業 科 ⽬ の 授 業 及 び 研 究 指 導 に よ っ て ⾏ う 。  
２  学 ⽣ は 、 い ず れ か の 研 究 室 に 属 し 、 指 導 教 員 及 び そ の 他 の 教 員 の 研 究 指 導 を 受 け る

も の と す る 。  
 （ 履 修 ⽅ 法 等 ）  
第 １ ４ 条   研 究 科 に お け る 授 業 科 ⽬ の 内 容 及 び そ の 単 位 数 、 研 究 指 導 の 内 容 並 び に そ れ

ら の 履 修 ⽅ 法 は 、 当 該 研 究 科 委 員 会 の 意 ⾒ を 参 考 と し て 、 学 ⻑ が 別 に 定 め る 。  
２  研 究 科 に お け る 単 位 の 計 算 ⽅ 法 、 授 業 ⽇ 数 及 び 授 業 期 間 に つ い て は 、 東 京 藝 術 ⼤

学 学 則 （ 以 下 「 本 学 学 則 」 と い う 。 ) の 第 8 0 条 か ら 第 8 3 条 ま で の 規 定 を 準 ⽤ す る 。 た
だ し 、 本 学 学 則 別 表 （ 第 8 0 条 関 係 ） に つ い て は 、 次 の 表 に 読 み 替 え る も の と す る 。  

 

  講 義  演 習  実 験 、 実 習
及 び 実 技  

⼀ の 授 業 科 ⽬ に つ い て 、 講 義 、 演 習 、 実 験 、 実 習 及 び
実 技 の う ち ⼆ 以 上 の 併 ⽤ に よ り ⾏ う 場 合  

国 際  
芸 術  
創 造  

研 究 科  

1 5  1 5  3 0  

２ つ の 授 業 の ⽅ 法 を 組 み 合 わ せ て ⾏ う 授 業 科 ⽬ の 場 合
は 、 そ れ ぞ れ の 授 業 時 間 数 を x 、 y と す る と 、 a x + b y ( a :
１ 単 位 の 授 業 科 ⽬ を 構 成 す る 内 容 の 学 修 に 必 要 と さ れ
る 時 間 数 の 標 準 で あ る 4 5 時 間 を 該 当 す る 左 記 の 時 間 数
で 除 し て 得 た 数 値 、 b : 同 じ く 4 5 時 間 を 該 当 す る 左 記 の
時 間 数 で 除 し て 得 た 数 値 ) が 4 5 と な る よ う に x 及 び y の
時 間 を 定 め る 。 ３ つ 以 上 の 授 業 の ⽅ 法 を 組 み 合 わ せ て
⾏ う 授 業 科 ⽬ の 場 合 も 、 授 業 の ⽅ 法 の 数 値 を 増 や し 同
様 に 時 間 を 定 め る 。  

  
 （ 他 の ⼤ 学 院 に お け る 授 業 科 ⽬ の 履 修 ）  
第 １ ５ 条   各 研 究 科 が 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 学 ⽣ に 他

の ⼤ 学 院 の 授 業 科 ⽬ を 履 修 さ せ る こ と が で き る 。  
２  前 項 の 規 定 に よ り 履 修 し た 授 業 科 ⽬ に つ い て 修 得 し た 単 位 は 、 修 ⼠ 課 程 及 び 博 ⼠ 後

期 課 程 を 通 し て 1 5 単 位 を 超 え な い 範 囲 で 本 学 ⼤ 学 院 に お け る 授 業 科 ⽬ の 履 修 に よ り 修
得 し た も の と み な す こ と が で き る 。  
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３  前 ２ 項 の 規 定 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 各 研 究 科 に お い て 別 に 定 め る 。  
 （ 研 究 指 導 委 託 ）  
第 １ ６ 条   各 研 究 科 が 教 育 上 有 益 と 認 め る と き は 、 別 に 定 め る と こ ろ に よ り 、 学 ⽣ に 他

の ⼤ 学 院 ⼜ は 研 究 所 等 に お い て 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け さ せ る こ と が で き る 。 た だ し 、
修 ⼠ 課 程 の 学 ⽣ に あ っ て は 、 当 該 研 究 指 導 を 受 け さ せ る 期 間 は 、 １ 年 を 超 え な い も の
と す る 。  
２  前 項 の 規 定 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 各 研 究 科 に お い て 別 に 定 め る 。  
第 １ ７ 条   【 略 】  
 

     第 ３ 節   課 程 の 修 了  
 （ 修 ⼠ 課 程 の 修 了 要 件 ）  
第 １ ８ 条  【 略 】  

（ 博 ⼠ 後 期 課 程 の 修 了 要 件 ）  
第 １ ９ 条  博 ⼠ 後 期 課 程 の 修 了 要 件 は 、 修 ⼠ 課 程 を 修 了 後 、 博 ⼠ 後 期 課 程 に ３ 年 以 上 在

学 し 、 1 0 単 位 以 上 を 修 得 し 、 か つ 、 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け た 上 、 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及
び 試 験 に 合 格 す る こ と と す る 。 た だ し 、 在 学 期 間 に 関 し て は 、 極 め て 優 れ た 研 究 業 績
を 上 げ た と 研 究 科 委 員 会 が 認 め た 者 に つ い て は 、 １ 年 以 上 在 学 す れ ば ⾜ り る も の と す
る 。  

２  前 条 た だ し 書 き の 規 定 に よ る 在 学 期 間 で 修 ⼠ 課 程 を 修 了 し た 者 の 当 該 博 ⼠ 後 期 課 程
の 修 了 要 件 は 、 修 ⼠ 課 程 に お け る 在 学 期 間 に ３ 年 を 加 え た 期 間 以 上 在 学 し 、 1 0 単 位 以
上 を 修 得 し 、 か つ 、 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け た 上 、 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 に 合 格 す
る こ と と す る 。 た だ し 、 在 学 期 間 に 関 し て は 、 極 め て 優 れ た 研 究 業 績 を 上 げ た と 研 究
科 委 員 会 が 認 め た 者 に つ い て は 、 修 ⼠ 課 程 に お け る 在 学 期 間 を 含 め ３ 年 以 上 在 学 す れ
ば ⾜ り る も の と す る 。  

３  学 校 教 育 法 施 ⾏ 規 則 （ 昭 和 2 2 年 ⽂ 部 省 令 第 1 1 号 ） 第 1 5 6 条 の 規 定 に よ り 、 ⼤ 学 院 へ
の ⼊ 学 資 格 が あ る も の と し て 、 博 ⼠ 後 期 課 程 に ⼊ 学 し た 者 の 修 了 要 件 は 、 ⼤ 学 院 に ３
年 以 上 在 学 し 、 1 0 単 位 以 上 を 修 得 し 、 か つ 、 必 要 な 研 究 指 導 を 受 け た 上 、 博 ⼠ 論 ⽂ 等
の 審 査 及 び 試 験 に 合 格 す る こ と と す る 。 た だ し 、 在 学 期 間 に 関 し て は 、 極 め て 優 れ た
研 究 業 績 を 上 げ た と 研 究 科 委 員 会 が 認 め た 者 に つ い て は 、 １ 年 以 上 在 学 す れ ば ⾜ り る
も の と す る 。  

 （ 単 位 の 認 定 ）  
第 ２ ０ 条   授 業 科 ⽬ を 履 修 し た 者 に 対 し て は 、 試 験 の 上 、 そ の 合 格 者 に 所 定 の 単 位 を 与

え る 。  
 （ 論 ⽂ 等 審 査 の 際 の 試 験 ）  
第 ２ １ 条   論 ⽂ 等 審 査 の 際 の 試 験 は 、 所 定 の 単 位 を 修 得 し 、 か つ 、 修 ⼠ 論 ⽂ 等 ⼜ は 博 ⼠

論 ⽂ 等 の 審 査 に 合 格 し た 者 に つ い て ⾏ う 。  
 （ 課 程 の 修 了 認 定 ）  
第 ２ ２ 条   修 ⼠ 課 程 ⼜ は 博 ⼠ 後 期 課 程 の 修 了 は 、 当 該 研 究 科 委 員 会 の 意 ⾒ を 参 考 と し

て 、 学 ⻑ が 認 定 す る 。  
 
     第 ４ 節   学 位  
 （ 学 位 の 授 与 ）  
第 ２ ３ 条   研 究 科 に お い て 修 ⼠ 課 程 を 修 了 し た 者 に は 修 ⼠ の 学 位 を 、 博 ⼠ 後 期 課 程 を 修

了 し た 者 に は 博 ⼠ の 学 位 を そ れ ぞ れ 授 与 す る 。  
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２  本 学 の 博 ⼠ の 学 位 は 、 本 学 ⼤ 学 院 の 博 ⼠ 後 期 課 程 を 修 了 し な い 者 で あ っ て も 本 学 学
位 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ り 、 博 ⼠ 論 ⽂ （ 研 究 領 域 に よ り 、 研 究 作 品 ⼜ は 研 究 演 奏 を
加 え る ｡ ) を 提 出 し 、 そ の 審 査 及 び 試 験 に 合 格 し 、 か つ 、 本 学 ⼤ 学 院 の 博 ⼠ 後 期 課 程 を
修 了 し た 者 と 同 等 以 上 の 学 ⼒ を 有 す る こ と を 確 認 さ れ た 者 に 授 与 す る こ と が で き る 。  

３  学 位 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
 
    第 ５ 節   ⼊ 学 、 休 学 、 復 学 、 転 学 、 退 学 、 留 学 及 び 除 籍  
 （ ⼊ 学 の 時 期 ）  
第 ２ ４ 条  ⼊ 学 （ 編 ⼊ 学 及 び 再 ⼊ 学 を 含 む 。 ) の 時 期 は 、 学 年 の 始 め と す る 。 た だ し 、

学 年 の 途 中 に お い て も 、 学 期 の 区 分 に 従 い 、 学 ⽣ を ⼊ 学 さ せ る こ と が で き る 。  
第 ２ ５ 条 〜 第 ３ １ 条  【 略 】  
 （ 休 学 ）  
第 ３ ２ 条   病 気 そ の 他 の 理 由 に よ り 引 き 続 き ２ ヶ ⽉ 以 上 修 学 す る こ と が で き な い と き

は 、 医 師 の 診 断 書 ⼜ は 理 由 書 を 添 え て 休 学 願 を 提 出 し 、 学 ⻑ の 許 可 を 得 て 休 学 す る こ
と が で き る 。  

第 ３ ３ 条   病 気 そ の 他 の 理 由 に よ り 修 学 す る こ と が 不 適 当 で あ る と 認 め ら れ る 者 に 対 し
て は 、 研 究 科 委 員 会 の 意 ⾒ を 参 考 と し て 、 学 ⻑ が 休 学 を 命 ず る こ と が で き る 。  

 （ 休 学 期 間 ）  
第 ３ ４ 条   休 学 期 間 は 、 修 ⼠ 課 程 及 び 博 ⼠ 後 期 課 程 に お い て 、 そ れ ぞ れ １ 年 以 内 と す

る 。  
２  特 別 な 理 由 が あ る と き は 、 休 学 願 を 提 出 し 、 学 ⻑ の 許 可 を 得 て 更 に １ 年 に 限 り 休 学

期 間 を 延 ⻑ す る こ と が で き る 。 た だ し 、 そ れ ぞ れ 通 算 し て ２ 年 を 超 え る こ と が で き な
い 。  

３  休 学 期 間 は 、 第 1 2 条 に 規 定 す る 在 学 年 数 に 算 ⼊ し な い 。  
 （ 復 学 ）  
第 ３ ５ 条   休 学 期 間 中 に そ の 理 由 が 消 滅 し た と き は 、 医 師 の 診 断 書 ⼜ は 理 由 書 を 添 え て

復 学 願 を 提 出 し 、 学 ⻑ の 許 可 を 得 て 復 学 す る こ と が で き る 。  
 （ 転 学 ）  
第 ３ ６ 条   他 の ⼤ 学 院 に 転 学 を 希 望 す る 者 は 、 そ の 理 由 書 を 添 え て 退 学 願 を 提 出 し 、 学

⻑ の 許 可 を 得 て 転 学 す る こ と が で き る 。  
 （ 退 学 ）  
第 ３ ７ 条   退 学 を 希 望 す る 者 は 、 そ の 理 由 書 を 添 え て 退 学 願 を 提 出 し 、 学 ⻑ の 許 可 を 得

て 退 学 す る こ と が で き る 。  
 （ 留 学 ）  
第 ３ ８ 条   留 学 を 希 望 す る 者 は 、 そ の 理 由 書 を 添 え て 、 留 学 願 を 提 出 し 、 学 ⻑ の 許 可 を

得 て 留 学 す る こ と で き る 。  
２  留 学 し た 期 間 は 在 学 年 数 に 加 え 、 第 1 5 条 第 ２ 項 及 び 第 1 6 条 第 １ 項 の 規 定 を 準 ⽤ す

る 。 た だ し 、 休 学 し て 外 国 で 学 修 す る 場 合 を 除 く も の と す る 。  
 （ 除 籍 ）  
第 ３ ９ 条  次 に 掲 げ る 各 号 の ⼀ に 該 当 す る 者 は 、 当 該 研 究 科 委 員 会 の 意 ⾒ を 参 考 と し

て 、 学 ⻑ が 除 籍 す る 。  
 ( １ )  在 学 年 限 を 超 え た 者  
 ( ２ )  ２ 年 の 休 学 期 間 を 超 え て 、 な お 復 学 す る こ と が で き な い 者  
 ( ３ )  授 業 料 を 滞 納 し 、 督 促 を 受 け て も な お 納 ⼊ し な い 者  
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 ( ４ )  ⼊ 学 料 の 免 除 ⼜ は 徴 収 猶 予 を 申 請 し 、 免 除 若 し く は 徴 収 猶 予 の 不 許 可 ⼜ は ⼀ 部 免
除 若 し く は 徴 収 猶 予 の 許 可 の 告 知 を 受 け 、 所 定 の 期 ⽇ ま で に ⼊ 学 料 を 納 付 し な い 者  

 ( ５ )  ⾏ ⽅ 不 明 の 者  
第 ４ ０ 条 〜 第 ４ ２ 条  【 略 】  
  
  第 ４ 章   検 定 料 、 ⼊ 学 料 及 び 授 業 料  
 （ 検 定 料 、 ⼊ 学 料 及 び 授 業 料 ）  
第 ４ ３ 条   検 定 料 、 ⼊ 学 料 及 び 授 業 料 の 額 は 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 に お け る 授 業 料 そ の 他 の 費

⽤ に 関 す る 規 則 （ 以 下 「 費 ⽤ 規 則 」 と い う 。 ) の 定 め る と こ ろ に よ る 。  
２  【 略 】  
 （ 授 業 料 の 納 付 ）  
第 ４ ４ 条   授 業 料 は 次 の ２ 期 に 分 け て 納 ⼊ し な け れ ば な ら な い 。 た だ し 、 納 付 す る 者 か

ら 申 出 が あ つ た 場 合 に は 、 前 期 分 徴 収 の 際 、 後 期 分 も 併 せ て 納 ⼊ す る こ と が で き る 。  
  前 期  年 額 の ２ 分 の １ （ 納 ⼊ 期 限 ５ ⽉ 3 1 ⽇ ま で ）  
  後 期  年 額 の ２ 分 の １ （ 納 ⼊ 期 限 1 1 ⽉ 3 0 ⽇ ま で ）  
 （ ⼊ 学 料 の 免 除 及 び 徴 収 猶 予 ）  

第 ４ ５ 条  経 済 的 理 由 に よ り ⼊ 学 料 の 納 付 が 困 難 で あ り 、 か つ 、 学 業 優 秀 と 認 め ら れ
る と き ⼜ は そ の 他 特 別 な 事 情 に よ り ⼊ 学 料 の 納 付 が 著 し く 困 難 で あ る と 認 め ら れ る と
き は 、 ⼊ 学 す る 者 の 願 い 出 に よ り ⼊ 学 料 の 全 部 ⼜ は ⼀ 部 を 免 除 若 し く は 徴 収 猶 予 す る
こ と が で き る 。  
２  ⼊ 学 料 の 免 除 及 び 徴 収 猶 予 に 関 す る 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  

 （ 授 業 料 の 免 除 ）  
第 ４ ６ 条   経 済 的 理 由 そ の 他 特 別 な 事 情 に よ り 授 業 料 の 納 付 が 困 難 で あ る と 認 め ら れ る

と き は 、 そ の 者 の 願 い 出 に よ り 授 業 料 の 全 部 ⼜ は ⼀ 部 を 免 除 す る こ と が で き る 。  
２  授 業 料 の 免 除 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
 （ 授 業 料 等 の 還 付 ）  
第 ４ ７ 条   納 ⼊ 済 の 検 定 料 、 ⼊ 学 料 及 び 授 業 料 は 、 還 付 し な い 。 た だ し 、 授 業 料 に つ い

て は 、 ⼊ 学 を 許 可 す る と き に 納 付 し た 者 が 、 ⼊ 学 年 度 の 前 年 度 末 ⽇ ま で に ⼊ 学 を 辞 退
し た 場 合 は 、 こ の 限 り で な い 。  

２  前 期 分 授 業 料 納 ⼊ の 際 、 後 期 分 授 業 料 を 併 せ て 納 付 し た 者 が 、 そ の 年 の ９ ⽉ 末 ⽇
ま で に 休 学 ⼜ は 退 学 し た 場 合 に は 、 後 期 分 授 業 料 に 相 当 す る 額 を 還 付 す る 。  

 
   第 ５ 章   賞 罰  
 （ 表 彰 ）  
第 ４ ８ 条   学 ⻑ は 、 学 ⽣ と し て 表 彰 に 価 す る ⾏ 為 が あ っ た 者 に 対 し て は 、 こ れ を 表 彰 す る

こ と が で き る 。  
 （ 懲 戒 ）  
第 ４ ９ 条   学 ⽣ に 対 し て 次 の 各 号 の ⼀ に 該 当 す る 者 が あ る と き は 、 学 ⻑ が 、 こ れ を 懲 戒

す る も の と す る 。  
（ １ ） 性 ⾏ 不 良 の 者  
（ ２ ） 学 ⼒ 劣 等 の 者  
（ ３ ） 正 当 の 理 由 な く 出 席 常 で な い 者  
（ ４ ） 本 学 ⼤ 学 院 の 秩 序 を 乱 し 、 そ の 他 学 ⽣ と し て の 本 分 に 著 し く 反 し た 者  
２  懲 戒 の 種 類 は 、 訓 告 、 停 学 及 び 退 学 と す る 。  
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３  懲 戒 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 別 に 定 め る 。  
 
   第 ６ 章   雑 則  
第 ５ ０ 条   こ の 学 則 に 定 め る も の の ほ か 、 本 学 ⼤ 学 院 学 ⽣ に 関 し 、 必 要 な 事 項 は 、 本 学

学 則 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 学 ⽣ ⽣ 活 通 則 そ の 他 学 部 学 ⽣ に 関 す る 諸 規 則 を 準 ⽤ す る 。  
２  前 項 に 規 定 す る 準 ⽤ を ⾏ う 場 合 は 、 「 学 部 」 と あ る の は 「 研 究 科 」 と 、 「 学 部

⻑ 」 と あ る の は 「 研 究 科 ⻑ 」 と 読 み 替 え る も の と す る 。  
 
附  則  【 略 】  
 附  則  こ の 学 則 は 、 令 和 3 年 7 ⽉ 1 5 ⽇ か ら 施 ⾏ す る 。   
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（２） 東京藝術⼤学⼤学院国際芸術創造研究科規則 
 

制   定  平 成 2 8 年 ４ ⽉ １ ⽇  
最 近 改 正  平 成 3 0 年 ３ ⽉ １ ⽇  

 
   第 １ 章  総 則  
 （ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 規 則 は 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 則 （ 以 下 「 ⼤ 学 院 学 則 」 と い う 。 ） 第 ４

条 第 ３ 項 の 規 定 に 基 づ き 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 （ 以 下 「 研 究 科 」
と い う 。 ） に お け る 必 要 な 事 項 に つ い て 定 め る も の と す る 。  

  （ ⽬ 的 ）  
第 １ 条 の ２  研 究 科 は 、 芸 術 と 国 際 社 会 と の 関 係 性 や 国 内 外 の 情 勢 変 化 等 を 踏 ま え 、

世 界 的 に も 評 価 の ⾼ い 我 が 国 の 芸 術 ⽂ 化 価 値 や 既 に 固 有 の 存 在 と し て 確 ⽴ さ れ て い る
芸 術 諸 分 野 の 学 術 基 盤 を 最 ⼤ 限 に 活 か し つ つ 、 専 ⾨ 領 域 に よ っ て 分 化 し て い る 芸 術 ⽂
化 の 様 々 な 実 践 を 横 断 的 か つ 有 機 的 に 結 び つ け な が ら 、 新 た な 芸 術 価 値 を 創 造 し 、 国
際 的 に 展 開 で き る 先 導 的 な 実 践 型 ⼈ 材 育 成 や 、 芸 術 ⽂ 化 ⼒ を 活 か し た 新 た な イ ノ ベ ー
シ ョ ン 創 出 ・ 社 会 ⾰ 新 等 を も た ら す こ と の で き る ⼈ 材 の 育 成 を ⽬ 的 と し て い る 。  

  （ 課 程 ）  
第 ２ 条  研 究 科 に お け る 課 程 は 、 博 ⼠ 課 程 と す る 。  
２  前 項 の 博 ⼠ 課 程 は 、 前 期 ２ 年 の 課 程 及 び 後 期 ３ 年 の 課 程 に 区 分 し 、 前 期 ２ 年  の

課 程 は 、 こ れ を 修 ⼠ 課 程 と し て 取 り 扱 う も の と す る 。  
３  前 項 の 前 期 ２ 年 の 課 程 は 「 修 ⼠ 課 程 」 と い い 、 後 期 ３ 年 の 課 程 は 「 博 ⼠ 後 期 課

程 」 と い う  
  （ 専 攻 ）  
第 ３ 条  博 ⼠ 課 程 の 専 攻 は 、 ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻 と す る 。  
  （ 指 導 教 員 ）  
第 ４ 条  研 究 科 教 授 会 は 、 学 ⽣ の 所 属 す る 専 攻 に 応 じ て 研 究 指 導 教 員 を 定 め る も の と

す る 。  
  （ 成 績 評 価 基 準 等 ）  
第 ５ 条  成 績 評 価 基 準 は 別 表 の と お り と し 、 各 授 業 に お け る 授 業 の ⽅ 法 及 び 計 画 並 び

に 成 績 評 価 の ⽅ 法 に 関 し て は 、 授 業 計 画 書 等 に よ り 学 年 の 始 め に 公 表 す る 。  
  （ 単 位 の 認 定 ⽅ 法 等 ）  
第 ６ 条  単 位 の 認 定 は 、 前 条 に 規 定 す る 成 績 評 価 基 準 に 基 づ き 、 試 験 の 成 績 等 に よ

り 、 授 業 担 当 教 員 が ⾏ う 。  
２  成 績 の 評 価 は 、 秀 ・ 優 ・ 良 ・ 可 及 び 不 可 の 評 語 を も っ て 表 し 、 可 以 上 を 合 格 と

し 、 不 可 は 不 合 格 と す る 。  
第 ７ 条  研 究 科 の 専 攻 に お け る 授 業 科 ⽬ 及 び 単 位 数 は 、 研 究 科 （ 修 ⼠ 課 程 ） 履 修  内

規 （ 以 下 「 修 ⼠ 履 修 内 規 」 と い う 。 ） 及 び 研 究 科 （ 博 ⼠ 後 期 課 程 ） 履 修 内 規 （ 以 下
「 博 ⼠ 後 期 履 修 内 規 」 と い う 。 ） に 定 め る と お り と す る 。  
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   第 ２ 章  修 ⼠ 課 程  
  （ 履 修 ⽅ 法 ）  
第 ８ 条  修 ⼠ 課 程 の 学 ⽣ （ 以 下 本 章 中 「 学 ⽣ 」 と い う 。 ） は 、 修 ⼠ 履 修 内 規 に 定 め る

当 該 専 攻 の 授 業 科 ⽬ の う ち か ら 必 修 科 ⽬ 及 び 選 択 科 ⽬ を 合 わ せ て 、 ３ ０ 単 位 以 上 を 修
得 し 、 か つ 、 研 究 指 導 を 受 け な け れ ば な ら な い 。  

２  前 項 の 選 択 科 ⽬ の 履 修 に 当 た っ て は 、 指 導 教 員 の 指 導 を 受 け て 、 他 研 究 科 に お い
て 開 設 す る 授 業 科 ⽬ を 履 修 す る こ と が で き る 。 こ の 場 合 に お い て 、 修 ⼠ 課 程 に お い て
修 得 す べ き 単 位 と し て 認 め ら れ る 限 度 は 、 ８ 単 位 以 内 と す る 。   

 （ 履 修 届 及 び 研 究 計 画 の 届 出 ）  
第 ９ 条  学 ⽣ は 、 学 年 の 始 め に 、 指 導 教 員 の 指 導 を 受 け て 、 履 修 届 及 び 研 究 計 画 を 所

定 の 期 ⽇ ま で に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
  （ 授 業 科 ⽬ の 試 験 ）  
第 １ ０ 条  履 修 し た 授 業 科 ⽬ の 試 験 は 、 筆 記 試 験 若 し く は ⼝ 頭 試 験 ⼜ は 研 究 報 告 に よ

っ て ⾏ う も の と す る 。 た だ し 、 研 究 科 教 授 会 の 承 認 を 得 た 授 業 科 ⽬ に つ い て は 、 平 常
の 成 績 ⼜ は 当 該 授 業 科 ⽬ の 担 当 教 員 の 合 格 報 告 を も っ て こ れ に 代 え る こ と が で き る 。  

２  前 項 に 規 定 す る 試 験 に 合 格 し た 授 業 科 ⽬ に つ い て は 、 所 定 の 単 位 を 授 与 す る 。  
  （ 修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 提 出 ）  
第 １ １ 条  修 ⼠ 論 ⽂ 及 び 特 定 課 題 研 究 報 告 書 （ 以 下 「 修 ⼠ 論 ⽂ 等 」 と い う 。 ） は 、 修

⼠ 課 程 に １ 年 以 上 在 学 し 、 ２ 年 次 修 了 時 ま で に 3 0 単 位 以 上 の 修 得 ⾒ 込 み の 者 で な け
れ ば 提 出 す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 極 め て 優 れ た 研 究 業 績 を 上 げ た と 研 究 科 教
授 会 が 認 め た 者 の 在 学 要 件 に 関 し て は 、 ⼤ 学 院 学 則 第 1 8 条 た だ し 書 に 規 定 す る 期 間
の 在 学 ⾒ 込 み が あ れ ば ⾜ り る も の と す る 。  

２  修 ⼠ 論 ⽂ 等 並 び に そ の 題 ⽬ 及 び 要 旨 は 、 研 究 科 ⻑ が 指 定 す る 期 ⽇ ま で に 提 出 し な
け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お い て 、 修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 題 ⽬ に つ い て は 、 あ ら か じ め 、
研 究 指 導 教 員 の 承 認 を 得 な け れ ば な ら な い 。  

  （ 修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 ）  
第 １ ２ 条  修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 は 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 学 位 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ

り 、 研 究 科 教 授 会 が ⾏ う 。  
２  特 別 の 事 情 に よ り 修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 を 受 け る こ と が で き な か っ た 者 は 、

そ の 理 由 を 付 し て 修 ⼠ 論 ⽂ 等 の 追 審 査 及 び 追 試 験 を 願 い 出 る こ と が で き る 。  
３  研 究 科 ⻑ は 、 前 項 の 願 い 出 の あ っ た 者 に つ い て 、 研 究 科 教 授 会 の 議 を 経 て 、 修 ⼠

論 ⽂ 等 の 追 審 査 及 び 追 試 験 を ⾏ う こ と が で き る 。  
 
第 ３ 章  博 ⼠ 後 期 課 程  
（ 履 修 ⽅ 法 ）  
第 １ ３ 条  博 ⼠ 後 期 課 程 の 学 ⽣ （ 以 下 本 章 中 「 学 ⽣ 」 と い う 。 ） は 、 博 ⼠ 後 期 履 修 内

規 に 定 め る 授 業 科 ⽬ の う ち か ら 1 0 単 位 以 上 を 修 得 し な け れ ば な ら な い 。  
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２  学 ⽣ は 、 所 属 す る 研 究 領 域 に お い て 、 指 導 教 員 及 び そ の 他 の 教 員 の 研 究 指 導 を 受
け な け れ ば な ら な い 。 こ の 場 合 に お け る 研 究 指 導 に つ い て は 、 単 位 を 与 え な い も の
と す る 。  

（ 履 修 届 及 び 研 究 計 画 の 届 出 ）  
第 １ ４ 条  学 ⽣ は 、 学 年 の 始 め に 指 導 教 員 の 指 導 を 受 け て 、 履 修 届 及 び 研 究 計 画 を 所

定 の 期 ⽇ ま で に 届 け 出 な け れ ば な ら な い 。  
（ 授 業 科 ⽬ の 試 験 ）  
第 １ ５ 条  履 修 し た 授 業 科 ⽬ の 試 験 は 、 筆 記 試 験 若 し く は ⼝ 頭 試 験 ⼜ は 研 究 報 告 に よ

っ て ⾏ う も の と す る 。 た だ し 、 研 究 科 教 授 会 の 承 認 を 得 た 授 業 科 ⽬ に つ い  
て は 、 平 常 の 成 績 ⼜ は 当 該 授 業 科 ⽬ の 担 当 教 員 の 合 格 報 告 を も っ て こ れ に 代 え る こ と

が で き る 。  
２  前 項 に 規 定 す る 試 験 に 合 格 し た 授 業 科 ⽬ に つ い て は 、 所 定 の 単 位 を 授 与 す る 。  
 （ 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 提 出 ）  
第 １ ６ 条  博 ⼠ 論 ⽂ 及 び 実 践 活 動 成 果 報 告 書 （ 以 下 「 博 ⼠ 論 ⽂ 等 」 と い う 。 ） は 、 博

⼠ 後 期 課 程 に ２ 年 以 上 在 学 し 、 当 該 課 程 修 了 時 ま で に 1 0 単 位 以 上 の 修 得 ⾒ 込 み の 者
で な け れ ば 提 出 す る こ と が で き な い 。 た だ し 、 極 め て 優 れ た 研 究 業 績 を 上 げ た と 研
究 科 教 授 会 が 認 め た 者 の 在 学 要 件 に 関 し て は 、 ⼤ 学 院 学 則 第 1 9 条 各 項 た だ し 書 に 規
定 す る 期 間 の 在 学 ⾒ 込 み が あ れ ば ⾜ り る も の と す る 。  

２  博 ⼠ 論 ⽂ 等 並 び に そ の 題 ⽬ 、 ⽬ 録 及 び 要 旨 は 、 研 究 指 導 教 員 の 承 認 を 得 た 上 、 研
究 科 ⻑ が 指 定 す る 期 ⽇ ま で に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 ）  
第 １ ７ 条  博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 は 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 学 位 規 則 の 定 め る と こ ろ に よ

り 、 研 究 科 教 授 会 が ⾏ う 。  
２  特 別 の 事 情 に よ り 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試 験 を 受 け る こ と が で き な か っ た 者 は 、

そ の 理 由 を 付 し て 博 ⼠ 論 ⽂ 等 の 追 審 査 及 び 追 試 験 を 願 い 出 る こ と が で き る 。  
３  研 究 科 ⻑ は 、 前 項 の 願 い 出 の あ っ た 者 に つ い て 、 研 究 科 教 授 会 の 審 議 を 経 て 、 博

⼠ 論 ⽂ 等 の 追 審 査 及 び 追 試 験 を ⾏ う こ と が で き る 。  
 
   第 ４ 章  雑 則  
 （ 雑 則 ）  
第 １ ８ 条  こ の 規 則 に 定 め る も の の ほ か 、 研 究 科 に 関 し 必 要 な 事 項 は 、 研 究 科 教 授 会

の 定 め る と こ ろ に よ る 。  
 
 別 表 （ 第 ５ 条 関 係 ）  

評   価   基   準  
秀  1 0 0 〜 9 5  Ａ ｓ  ５  
優  9 4 〜 8 0  Ａ  ４  
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良  7 9 〜 6 0  Ｂ  ３  
可  5 9 〜 5 0  Ｃ  ２  

不  可  4 9 以 下  Ｄ  １  
 
   附  則  
  こ の 規 則 は 、 平 成 3 0 年 ４ ⽉ １ ⽇ か ら 施 ⾏ す る 。  
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（３） 東京藝術⼤学学位規則（抄） 
 

制      定  昭 和 5 2 年 ４ ⽉ 2 8 ⽇ 
最 近 改 正   令 和 ５ 年 1 2 ⽉ 2 1 ⽇ 

   第 １ 章  総 則  
 （ 趣 旨 ）  
第 １ 条  こ の 規 則 は 、 学 位 規 則 （ 昭 和 2 8 年 ⽂ 部 省 令 第 ９ 号 ） 第 1 3 条 、 東 京 藝 術 ⼤ 学 学

則 （ 以 下 「 学 則 」 と い う 。 ） 第 9 1 条 第 ３ 項 及 び 東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 学 則 第 2 3 条 第 ３
項 の 規 定 に 基 づ き 、 本 学 に お い て 授 与 す る 学 位 に 関 し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と
す る 。  

 
   第 ２ 章  学 位 及 び 専 攻 分 野 の 名 称 、 授 与 条 件  
 （ 学 位 及 び 専 攻 分 野 の 名 称 ）  
第 ２ 条  本 学 に お い て 授 与 す る 学 位 は 、 学 ⼠ 、 修 ⼠ 及 び 博 ⼠ と す る 。  
（ １ ） 【 略 】  
（ ２ ） 修 ⼠ の 学 位 は 次 の と お り と す る 。  

研 究 科  専 攻  
学 位 （ 専 攻 分 野 ）  

和 ⽂  英 ⽂  
国 際 芸 術 創 造 研 究 科  ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  修 ⼠ （ 学 術 ）  M a s t e r  o f  A r t s  

（ ３ ）  博 ⼠ の 学 位 は 次 の と お り と す る 。  

研 究 科  専 攻  
学 位 （ 専 攻 分 野 ）  

和 ⽂  英 ⽂  
国 際 芸 術 創 造 研 究 科  ア ー ト プ ロ デ ュ ー ス 専 攻  博 ⼠ （ 学 術 ）  D o c t o r  o f  P h i l o s o p h y  

 
 （ 学 位 の 授 与 要 件 ）  
第 ３ 条  【 略 】  
２  修 ⼠ の 学 位 は 、 本 学 ⼤ 学 院 の 修 ⼠ 課 程 を 修 了 し た 者 に 授 与 す る も の と す る 。  
３ 〜 ４  【 略 】  
 
第 ３ 章  学 位 論 ⽂ 等 審 査  
    第 １ 節  修 ⼠ 及 び 博 ⼠ 課 程 学 ⽣ の 学 位 論 ⽂ 等 審 査  
 （ 修 ⼠ 課 程 学 ⽣ の 修 ⼠ 論 ⽂ 等 審 査 の 願 出 ）  
第 ４ 条  本 学 ⼤ 学 院 修 ⼠ 課 程 の 学 ⽣ が 修 ⼠ 論 ⽂ （ 専 攻 に よ り 研 究 作 品 、 研 究 演 奏 ⼜ は

特 定 課 題 研 究 報 告 書 を 加 え 、 ⼜ は 修 ⼠ 論 ⽂ に 代 え て 研 究 作 品 、 研 究 演 奏 若 し く は 特
定 課 題 研 究 報 告 書 と す る 。 以 下 「 修 ⼠ 論 ⽂ 等 」 と い う 。 ) の 審 査 を 願 い 出 よ う と す る
と き は 、 修 ⼠ 論 ⽂ 等 に 修 ⼠ 論 ⽂ 等 ⽬ 録 、 修 ⼠ 論 ⽂ 等 要 旨 及 び 履 歴 書 を 添 え て 、 研 究
科 ⻑ に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

第 ５ 条  【 略 】  
 （ 学 位 論 ⽂ 等 審 査 ）  
第 ６ 条  研 究 科 ⻑ は 、 修 ⼠ 論 ⽂ 等 ⼜ は 博 ⼠ 論 ⽂ 等 （ 以 下 「 学 位 論 ⽂ 等 」 と い う 。 ) の 提

出 が あ っ た 場 合 は 、 研 究 科 委 員 会 （ 映 像 研 究 科 及 び 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 に つ い て
は 、 教 授 会 と す る 。 以 下 同 じ 。 ) に そ の 審 査 を 依 頼 す る 。  

２  研 究 科 委 員 会 は 、 前 項 の 依 頼 に 基 づ き 、 学 位 論 ⽂ 等 の 審 査 を ⾏ う も の と す る 。  
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３  研 究 科 委 員 会 は 、 学 位 論 ⽂ 等 を 審 査 す る た め 、 学 位 論 ⽂ 等 ご と に 、 学 位 論 ⽂ 等 審
査 委 員 会 （ 以 下 「 審 査 委 員 会 」 と い う 。 ) を 設 け る 。  

 （ 審 査 委 員 会 ）  
第 ７ 条  審 査 委 員 会 は 、 提 出 さ れ た 学 位 論 ⽂ 等 の 内 容 に 応 じ た 研 究 分 野 担 当 の 教 授 及

び 准 教 授 並 び に 関 連 分 野 担 当 の 教 授 及 び 准 教 授 の う ち か ら 、 研 究 科 委 員 会 に お い て
選 出 さ れ た ３ ⼈ 以 上 の 審 査 委 員 を も っ て 組 織 す る 。 た だ し 、 審 査 委 員 の う ち １ ⼈ 以
上 は 教 授 と す る 。  

２  研 究 科 委 員 会 は 、 学 位 論 ⽂ 等 審 査 の た め 必 要 が あ る と 認 め る と き は 、 前 項 に 規 定
す る 審 査 委 員 会 に 、 当 該 研 究 分 野 担 当 ⼜ は 関 連 分 野 担 当 の 講 師 ⼜ は 客 員 教 授 を 加 え
る こ と が で き る 。  

３  学 位 の 授 与 に 係 る 学 位 論 ⽂ 等 の 審 査 に 当 た っ て は 、 他 の ⼤ 学 院 ⼜ は 研 究 所 等 の 教
員 等 の 協 ⼒ を 得 る こ と が で き る 。  

４  審 査 委 員 会 は 、 学 位 論 ⽂ 等 の 審 査 の ほ か 試 験 を ⾏ う も の と し 、 そ の 審 査 及 び 試 験
の 結 果 を 、 ⽂ 書 を も っ て 研 究 科 委 員 会 に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 試 験 の ⽅ 法 ）  
第 ８ 条  試 験 は 、 学 位 論 ⽂ 等 審 査 の 終 了 後 に ⾏ う も の と す る 。  
２  試 験 は 、 学 位 論 ⽂ 等 を 中 ⼼ と し て 、 そ の 関 連 す る 分 野 に つ い て 、 ⼝ 述 ⼜ は 筆 記 に よ り

⾏ う も の と す る 。  
 （ 課 程 修 了 の 審 査 ）  
第 ９ 条  研 究 科 委 員 会 は 、 本 学 ⼤ 学 院 学 ⽣ の 修 得 単 位 並 び に 学 位 論 ⽂ 等 の 審 査 及 び 試

験 の 結 果 に 基 づ き 、 そ の 者 の 課 程 修 了 の 認 定 に つ い て 審 議 の 上 、 合 格 ⼜ は 不 合 格 を
票 決 す る 。  

２  前 項 に 規 定 す る 合 格 の 票 決 を ⾏ う 場 合 に は 、 研 究 科 委 員 会 構 成 員 （ 出 張 中 の 者 及
び 休 職 中 の 者 を 除 く 。 ) の ３ 分 の ２ 以 上 が 出 席 し 、 か つ 、 出 席 者 の ４ 分 の ３ 以 上 が 賛
成 し な け れ ば な ら な い 。  

 （ 審 議 の 報 告 ）  
第 １ ０ 条  研 究 科 ⻑ は 、 研 究 科 委 員 会 に お い て 前 条 第 １ 項 の 規 定 に よ り 票 決 を し た と

き は 、 そ の 結 果 を 学 ⻑ に 報 告 し な け れ ば な ら な い 。  
第 １ １ 条 〜 第 １ ４ 条  【 略 】  
 
   第 ４ 章  学 位 の 授 与 等  
 （ 学 位 の 授 与 ）  
第 １ ５ 条  学 ⻑ は 、 学 則 第 9 1 条 の 規 定 に 基 づ き 卒 業 を 認 定 さ れ た 者 並 び に 第 1 0 条 及 び

前 条 第 ３ 項 の 報 告 に 基 づ き 、 課 程 修 了 ⼜ は 授 与 資 格 の 認 定 を さ れ た 者 に 対 し 、 そ れ
ぞ れ 学 位 を 授 与 す る 。  

２  学 ⻑ は 、 学 位 を 授 与 す る こ と が で き な い 者 に 対 し て は 、 そ の 旨 を 通 知 す る 。  
 （ 学 位 名 称 の 使 ⽤ ）  
第 １ ６ 条  学 位 を 授 与 さ れ た 者 が そ の 学 位 の 名 称 を ⽤ い る と き は 、 「 東 京 藝 術 ⼤ 学 」

を 付 記 し な け れ ば な ら な い 。  
 （ 学 位 の 取 消 し ）  
第 １ ７ 条  学 ⻑ は 、 学 位 を 授 与 さ れ た 者 が 次 の 各 号 の ⼀ に 該 当 す る と き は 、 教 授 会 ⼜

は 研 究 科 委 員 会 並 び に 教 育 研 究 評 議 会 の 意 ⾒ を 参 考 と し て 、 既 に 授 与 し た 学 位 を 取
消 し 、 学 位 記 を 返 付 さ せ 、 か つ 、 そ の 旨 を 公 表 す る も の と す る 。  

（ １ ） 不 正 の ⽅ 法 に よ り 学 位 の 授 与 を 受 け た 事 実 が 判 明 し た と き 。  
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（ ２ ） 学 位 を 授 与 さ れ た 者 が そ の 名 誉 を 汚 辱 す る ⾏ 為 を ⾏ っ た と き 。  
２  前 項 に 規 定 す る 票 決 を ⾏ う 場 合 に は 、 第 ９ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 準 ⽤ す る 。  
第 １ ８ 条 〜 第 ２ ２ 条  【 略 】  
 
附  則  【 略 】  
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（ ４ ）  東 京 藝 術 ⼤ 学 ⼤ 学 院 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 開 設 授 業 公 ⽋ の 承 認 基 準  
 制      定 平 成 3 0 年 ４ ⽉ 1 2 ⽇ 

 （ 趣 旨 ） 
第 １ 条  こ の 基 準 は ⼤ 学 院 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 の 学 ⽣ が 授 業 を ⽋ 席 す る 場 合 に お い

て 、 特 別 の 事 由 に よ り 公 ⽋ す る 場 合 の 取 扱 い に つ い て 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す
る 。  

（ 定 義 ）  
第 ２ 条  公 ⽋ と は 、 特 別 の 事 由 に よ り 国 際 芸 術 創 造 研 究 科 （ 以 下 「 研 究 科 」 と い う ｡ )

が 認 め た 公 の 授 業 ⽋ 席 を い う 。  
 （ 特 別 の 事 由 ）  
第 ３ 条  前 条 に 定 め る 特 別 の 事 由 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。  
（ １ ） 忌 引 （ ⽗ ⺟ ： ７ ⽇ 間 、 兄 弟 姉 妹 及 び 祖 ⽗ ⺟ ： ３ ⽇ 間 ）  
（ ２ ） そ の 他 研 究 科 教 授 会 が 認 め た 特 別 事 由  

（ 承 認 ⼿ 続 ）  
第 ４ 条  前 条 に 定 め る 特 別 事 由 に 該 当 す る 場 合 は 、 研 究 科 教 授 会 の 承 認 が あ っ た も の

と み な す 。 但 し 、 第 ２ 号 に 該 当 す る 場 合 は 、 個 別 に 研 究 科 教 授 会 の 承 認 を 得 な け れ
ば な ら な い 。 前 条 に 定 め る 特 別 の 事 由 は 、 次 に 掲 げ る と お り と す る 。  

第 ５ 条  特 別 の 事 由 に 該 当 し て 授 業 を ⽋ 席 す る 場 合 は 、 当 該 学 ⽣ が 別 に 定 め る ⽋ 席 届
を 原 則 と し て 事 前 に 当 該 科 ⽬ の 担 当 教 員 に 提 出 し な け れ ば な ら な い 。  

（ 公 ⽋ の 例 外 ）  
第 ６ 条  特 別 の 事 由 に 該 当 す る 場 合 で も 、 ⽋ 席 し よ う と す る 授 業 が 集 中 講 義 科 ⽬ の と
き は 、 公 ⽋ と し て 認 め な い 。  

（ 公 ⽋ の 処 理 ）  
第 ７ 条  公 ⽋ を し た 場 合 、 当 該 公 ⽋ の 授 業 時 数 （ 回 数 ） は 、 当 該 科 ⽬ の 総 授 業 時 数 に
算 ⼊ し な い 。  

（ 実 施 細 則 ）  
第 ８ 条  こ の 基 準 に 定 め る も の の ほ か 、 公 ⽋ の 取 扱 い に 関 し て 必 要 な 事 項 は 、 研 究 科
教 授 会 の 定 め る と こ ろ に よ る 。  
 
附  則  

こ の 基 準 は 、 平 成 3 0 年 ４ ⽉ 1 2 ⽇ か ら 施 ⾏ す る 。  
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